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今
春
は
長
く
続
い
た

寒
気
の
後
、
う
ら
ら

か
な
春
の
陽
気
と
な

り
、
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
そ
し
て
入
学
式

会
場
で
、
満
開
の
桜

が
新
入
生
を
迎
え
た

▼
桜
と
日
本
人
の
関

わ
り
は
古
く
、
桜
の

樹
皮
で
作
ら
れ
た
弓
が
縄
文

時
代
前
期
の
鳥
浜
貝
塚
遺
跡

（
福
井
）
か
ら
出
土
す
る
な

ど
、
太
古
よ
り
細
工
物
と
し

て
使
わ
れ
、
平
安
時
代
の
宮

中
で
は
桜
会
や
桜
狩
な
ど
の

花
宴
も
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
▼
現
在
で
は
周
知
の
と
お

り
、
桜
は
国
花
と
な
る
ほ
ど

日
本
の
代
表
的
な
花
木
で
あ

る
。
そ
の
桜
も
江
戸
時
代
後

期
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
改

良
が
加
わ
り
、
近
代
以
降
桜

の
代
名
詞
と
も
言
え
る
、
鮮

や
か
な
花
び
ら
を
た
た
え
た

豪
華
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
誕

生
す
る
▼
最
晩
期
の
太
閤
豊

臣
秀
吉
を
満
足
さ
せ
た
醍
醐

寺
の
桜
に
は
、
当
時
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
な
か
っ
た
。
現
代

の
我
々
は
太
閤
す
ら
味
わ
え

な
か
っ
た
華
や
か
な
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
花
見
が
で
き
る
と

思
う
と
、
小
気
味
良
い
も
の

で
あ
る
▼
し
か
し
、
今
で
こ

そ
花
見
は
桜
が
相
場
で
あ
る

が
、
元
々
「
サ
ク
ラ
」
の
語

源
に
も
諸
説
あ
り
、
本
学
元

教
授
の
桜
井
満
先
生
の
『
万

葉
集
東
歌
研
究
』
に
も
あ
る

と
お
り
、
サ
ク
ラ
は
穀
霊
の

憑
り
つ
く
神
座
を
意
味
し
、

桜
に
限
ら
な
か
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
の
後
桜
の
開
花
で
農

作
業
の
時
期
を
知
る
こ
と
か

ら
、
農
家
に
と
っ
て
花
見
が

農
作
業
の
繁
忙
期
に
入
る
儀

礼
の
一
つ
と
な
り
、
サ
ク
ラ

も
桜
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

る
▼
こ
う
し
て
み
る
と
、
今

春
入
学
式
の
満
開
の
桜
が
、

未
来
あ
る
約
２
６
０
０
人
の

新
入
生
の
今
後
の
活
躍
を
祈

念
す
る
儀
礼
の
た
め
の
よ
う

に
見
え
て
く
る
。
新
入
生
の

皆
様
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

４月平成26年

祭
　
儀

▽ 

神
殿
鎮
座
記
念
祭

　

５
月
１
日（
木
）午
前
11
時　

神
殿

山
の
端
は
、櫻
の
後ノ

チ

の
靜
け
さ
を

　

風
吹
き
て
綠

　
　

け
ぶ
り
立
た
む
と
す

　
　
　
　
　
　
（「
遠
や
ま
ひ
こ
」）

�

釈
　
迢
空

「
湘
南
鐵
道
を
お
り
て
」

スマホをかざすと学報が動く!

❶	�iPhoneは「App Store」、Android端末
は「Google Play」を開き「検索」を
タップ。

❷	�検索窓に「かざすンAR」と入力し検
索。

❸	�検索結果から「かざすンAR」を選択しま
す。

❹	� 《iPhone》「無料」ボタンを押すと
「インストール」と表示され、インス
トールボタンをタップするとパスワー
ド入力画面が表示されます。ご自分
の「Apple ID」とパスワードを入力し
「OK」ボタンを押すと、自動的にインス
トールされます。

	 � 《Android》「インストール」ボタンを
タップするとダウンロードが始まり「イ
ンストール済み」と表示されると完了で
す。

❺	�位置情報を利用しますか？と表示され
るので「OK」ボタンを押します。数秒
立ってカメラモードになり、画像を読
み取れるようになります。

ダウンロードと使い方
アプリをダウンロード（無料）

◇�iOS４以上を搭載したiPhone、
iPadおよびAndroid OS2.2以上を
搭載したAndroidに対応しています
（一部対応していない端末もありま
す）。
◇�ダウンロードは無料ですが、通信に
費用がかかる場合があります。
◇�通信環境によって、写真にかざした
後、コンテンツが再生されるまで時
間がかかる場合があります。

ご 利 用 端 末 に つ い て

QRコードを読み込める
機種では右のQRコード
からかざすンARの無料
アプリを入手できます。

左のマークが付いた写真などに
スマホをかざしてみましょう

平成26年度入学式

　

本
学
の
平
成
26
年
度
入
学
式
が
、
大
学
院
と
法
科
大
学
院
は
４
月
１
日
に
、
学
部
・
専
攻
科

・
別
科
の
入
学
式
は
、
翌
２
日
に
そ
れ
ぞ
れ
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
度
の
本
学
入
学
者
数
は
、
合

わ
せ
て
約
２
６
０
０
人
。
桜
の
花
が
咲
き
始
め
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
お
の
お
の
が
人
生
の
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、
高
揚
感
と
緊
張
感
の
中
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
入
学
奉
告

祭
は
、
４
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
や
赤
井
益
久

学
長
を
は
じ
め
役
教
職
員
・
学
生
ら
が
参
列
し
て
斎
行
さ
れ
た
。

　

本
学
の
平
成
26
年
度
入
学
式

は
４
月
２
日
、
港
区
の
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪

「
飛
天
」
で
、
文
学
部
、
神
道

文
化
学
部
、
人
間
開
発
学
部
、

神
道
学
専
攻
科
、
別
科
神
道
専

修
が
午
前
10
時
か
ら
、
法
学
部

と
経
済
学
部
が
午
後
１
時
30
分

か
ら
挙
行
さ
れ
た
。

　

本
年
度
の
入
学
生
は
、
５
学

部
と
専
攻
科
別
科
合
わ
せ
て
２

５
１
５
人
。
午
前
と
午
後
の
式

典
に
は
役
教
職
員
の
ほ
か
、
新

入
生
の
家
族
ら
が
出
席
し
た
。

　

赤
井
益
久
学
長
が
告
辞
で

「
本
学
の
使
命
は
、
皇
典
講
究

所
初
代
総
裁
の
有
栖
川
宮
幟
仁

親
王
の
告
諭
に
あ
る
日
本
文
化

の
究
明
」
と
解
説
。
古
典
を
学

ぶ
意
味
な
ど
を
説
明
し
な
が

ら
、「
大
学
生
活
の
４
年
間
、

日
本
語
を
あ
ら
た
め
て
学
び
直

し
、
正
し
い
日
本
語
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
。
４
年
間
が
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
拠
っ
て
立
つ
基

盤
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
激
励
し
た
。

　

続
い
て
本
学
学
生
の
父
母
ら

で
組
織
す
る
若
木
育
成
会
の
佐

野
睦
仁
会
長
が
「
悔
い
の
な
い

学
生
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
大

切
。
学
修
以
外
に
部
活
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
良
き

友
、
ラ
イ
バ
ル
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

続
く
新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
文

学
部
の
田
中
夏
樹
君
が
「
歴
史

の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
教
員
を
目
指
し
た
い
」、

神
道
文
化
学
部
の
小
野
沙
也
加

さ
ん
が
「
神
道
の
理
解
を
深

め
、
そ
れ
以
外
の
分
野
の
教

養
も
身
に
つ
け
た
い
」、
人
間

開
発
学
部
の
牧
野
伶
奈
さ
ん
が

「
多
く
の
出
会
い
を
大
切
に
成

長
し
て
い
き
た
い
」、
法
学
部

の
金
木
結
衣
さ
ん
が
「
知
識
を

身
に
つ
け
自
信
を
持
っ
て
主
張

で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
」、

経
済
学
部
の
太
宰
勇
登
君
が

「
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持

っ
た
社
会
人
に
な
り
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　

埼
玉
県
の
高
校
か
ら
人
間
開

発
学
部
に
入
学
し
た
滝
口
恵
美

さ
ん
の
父
親
の
孝
さ
ん
は
「
今

年
、
文
学
部
４
年
の
上
の
子
が

入
学
し
た
年
は
震
災
で
入
学
式

　

平
成
26
年
度
の
本
学
大
学
院

と
法
科
大
学
院
の
入
学
式
は
４

月
１
日
午
後
１
時
か
ら
、
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
今
年
の
新
入
生
は
合
わ

せ
て
１
１
８
人
。
坂

口
𠮷
一
理
事
長
、
赤

井
益
久
学
長
ら
役
教

職
員
な
ど
が
出
席
し

て
新
入
生
を
激
励
し

た
。

　

赤
井
学
長
は
告
辞

で
「
ま
ず
学
問
へ
の

思
い
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
学
問

は
人
間
の
あ
り
方
、

人
類
の
将
来
を
究
明

す
る
、
み
ず
み
ず
し

い
発
想
を
求
め
て
い

る
。
自
ら
の
世
界
を

知
り
、
世
界
の
中
に

自
ら
を
置
い
て
み
る

ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
厳
粛

な
式
典
は
初
め
て
な
の
で
う
れ

し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
な
が

ら
語
っ
た
。

　

式
典
後
の
記
念
講
演
で
は
、

午
前
は
井
上
順
孝
神
道
文
学
部

教
授
が
「
情
報
時
代
の
学
び
と

は
」、
午
後
は
平
林
勝
政
法
科

大
学
院
教
授
・
本
学
理
事
が

「
大
学
で
法
律
学
を
学
ぶ
と
い

う
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。

こ
と
が
不
可
欠
」
だ
と
し
て
、

「
広
い
視
野
を
持
ち
、
過
去
か

ら
未
来
へ
続
く
学
統
を
繋
ぐ
使

命
を
感
じ
、
初
心
を
達
成
す
べ

く
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。

　

続
い
て
小
川
直
之
大
学
院
委

員
長
（
写
真
）
が
「
自
分
の
研

究
課
題
が
ど
の
よ
う
な
本
質
を

持
っ
て
い
る
か
考
え
る
、
関
連

テ
ー
マ
を
い
く
つ
も
見
つ
け
裾

野
を
広
げ
る
、
自
ら
進
ん
で
教

員
に
指
導
を
求
め
る
」
の
３
つ

示
し
な
が
ら
祝
辞
。
武
田
誠
法

科
大
学
院
長
は
最
近
の
冤
罪
事

件
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
「
社
会

的
使
命
を
持
っ
て
、
現
場
で
現

状
を
改
革
す
る
努
力
が
必
要
。

も
ち
ろ
ん
法
曹
の
道
は
厳
し
い

が
努
力
を
す
れ
ば
必
ず
合
格
の

道
は
ひ
ら
け
る
」
と
話
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
新
入
生
を
代

表
し
て
ベ
レ
ズ
キ
ン
・
リ
イ
サ

さ
ん
（
博
後
文
）
と
、
伊
東
勝

志
君
（
法
務
）
が
「
地
域
と
社

会
に
貢
献
す
る
法
曹
と
な
る
た

め
、
勉
学
に
励
み
ま
す
」
な
ど

と
宣
誓
し
、
最
後
に
役
職
員
の

紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
会
場
を
百
周
年
記

念
館
Ｌ
１
０
１
教
室
に
移
し
、

法
科
大
学
院
入
学
式
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
磯
部
力
法
科
大
学

院
教
授
が
「
法
科
大
学
院
を
楽

し
む
〝
法
〞」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

学
部・専
攻
科・別
科

大
学
院・法
科
大
学
院

記事の個人情報

総合企画部広報課

　本誌を編集する当課では、「国
学院大学個人情報の保護に関す
る規程」に基づいた上で、マス
メディアの報道で得た情報、当
課で独自に取材した情報、本学
学生生活課に報告された学生団
体・個人の大会成績・企画書な
どで得た情報、本学が主催する
コンテストの結果等を本紙や本
学ホームページなど当課が扱う
広報媒体で公表しています。公
表を希望されない方は事前に当
課までご連絡ください。

　

国
学
院
大
学
の
平
成
26
年
度

入
学
者
数
は
次
の
と
お
り
。

◎
大
学
院
◆
博
士
課
程
前
期
◇

文
学
研
究
科
▽
神
道
学
・
宗
教

学
専
攻
10
人
▽
文
学
専
攻
34
人

▽
史
学
専
攻
34
人
◇
法
学
研
究

科
▽
法
律
学
専
攻
２
人
◇
経
済

学
研
究
科
▽
経
済
学
専
攻
10
人

◆
博
士
課
程
後
期
◇
文
学
研
究

科
▽
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
５

人
▽
文
学
専
攻
６
人
▽
史
学
専

攻
９
人

 

（
大
学
院
合
計
１
１
０
人
）

◎
法
科
大
学
院
◇
標
準
コ
ー
ス

６
人
◇
短
縮
コ
ー
ス
２
人

 

（
法
科
大
学
院
合
計
８
人
）

◎
学
部
◆
文
学
部
７
８
６
人
▽

哲
学
科
75
人
▽
史
学
科
２
０
９

人
▽
日
本
文
学
科
２
９
３
人
▽

中
国
文
学
科
73
人
▽
外
国
語
文

化
学
科
１
３
６
人
◆
経
済
学
部

５
８
０
人
▽
経
済
学
科
２
６
０

人
▽
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

学
科
１
６
０
人
▽
経
営
学
科
１

６
０
人
◆
法
学
部
５
７
２
人
▽

法
律
学
科
▼
法
律
専
攻
４
８
３

人
▼
法
律
専
門
職
専
攻
35
人
▼

政
治
専
攻
54
人
◆
神
道
文
化
学

部
▽
神
道
文
化
学
科
１
９
６
人

◆
人
間
開
発
学
部
３
３
２
人
▽

初
等
教
育
学
科
１
１
０
人
▽
健

康
体
育
学
科
１
１
６
人
▽
子
ど

も
支
援
学
科
１
０
６
人

 

（
学
部
合
計
２
４
６
６
人
）

◎
専
攻
科
◆
神
道
学
専
攻
科
神

道
学
専
攻
43
人

 

（
専
攻
科
合
計
43
人
）

◎
別
科
◆
別
科
神
道
専
修
Ⅰ
類

１
人
◆
別
科
神
道
専
修
Ⅱ
類
５

人 

（
別
科
合
計
６
人
）

 

［
総
計
２
６
３
３
人
］

平
成
26
年
度
入
学
者
数

「大学生活で拠って立つ基盤を作る」赤井学長
告　　辞

⇧
写
真
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、「
平
成
26
年
度

入
学
式
」の
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す



 

（
大
学
院
合
計
１
０
４
人
）

◎
法
科
大
学
院

◇
標
準
コ
ー
ス
13
人

 

（
法
科
大
学
院
合
計
13
人
）

◎
学
部
（
９
月
卒
業
含
む
）

◆
文
学
部
◇
８
３
１
人
▽
哲
学

科
67
人
▽
史
学
科
２
４
３
人
▽

日
本
文
学
科
３
３
４
人
▽
中
国

文
学
科
55
人
▽
外
国
語
文
化
学

科
１
３
２
人
◆
経
済
学
部
◇
５

７
８
人
▽
経
済
学
科
２
３
７
人

▽
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学

科
１
６
７
人
▽
経
営
学
科
１
７

４
人
◆
法
学
部
◇
５
９
５
人
▽

法
律
学
科
法
律
専
攻
４
９
８
人

▽
法
律
学
科
法
律
専
門
職
専
攻

36
人
▽
法
律
学
科
政
治
専
攻
57

人
▽
法
律
学
科
４
人
◆
神
道
文

化
学
部
▽
神
道
文
化
学
科
１
８

９
人
◆
人
間
開
発
学
部
◇
２
２

５
人
▽
初
等
教
育
学
科
１
１
６

人
▽
健
康
体
育
学
科
１
０
９
人

 

（
学
部
２
４
１
８
合
計
人
）

◎
専
攻
科

▽
神
道
学
専
攻
科
神
道
学
専
攻

33
人

 

（
専
攻
科
合
計
33
人
）

◎
別
科

▽
神
道
専
修
Ⅰ
類
２
人
▽
神
道

専
修
Ⅱ
類
８
人

 

（
別
科
合
計
10
人
）

 

﹇
総
計
２
５
７
８
人
﹈
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本
学
の
平
成
25
年
度
第
１
２
２
回
卒
業

証
書
・
学
位
記
並
び
に
修
了
証
書
授
与
式

が
３
月
23
日
、
港
区
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛
天
」
で
、
坂
口
𠮷

一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
を
は
じ
め
、

大
学
関
係
者
、
卒
業
生
、
保
護
者
ら
が
出

席
し
て
挙
行
さ
れ
た
。
25
年
度
の
卒
業
生

は
５
学
部
と
専
攻
科
、
別
科
合
わ
せ
て
２

４
６
１
人
。
各
学
部
の
教
員
や
大
勢
の
家

族
が
見
守
る
な
か
、
卒
業
生
は
厳
粛
な
式

典
に
臨
み
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
か
ら

人
生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

こ
の
日
の
都
内
は
４
月
上
旬
並
み
の
春

の
陽
気
。
会
場
前
の
ロ
ビ
ー
で
は
ス
ー
ツ

や
華
や
か
な
袴
姿
の
卒
業
生
が
家
族
、
友

人
ら
と
新
し
い
門
出
を
祝
い
な
が
ら
、
記

念
撮
影
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
法
学
部
、
経
済
学
部
、

人
間
開
発
学
部
の
３
学
部
、
午
後
１
時
か

ら
は
文
学
部
、
神
道
文
化
学
部
と
専
攻

科
、
別
科
の
式
典
が
行
わ
れ
た
。
国
歌
斉

唱
に
続
き
、
赤
井
学
長
が
各
学
部
と
専
攻

科
、
別
科
修
了
の
代
表
者
に
卒
業
証
書
と

学
位
記
、
修
了
証
書
を
授
与
し
た
。

　

赤
井
学
長
は
式
辞
の
な
か
で
、
建
学
の

精
神
の
基
礎
を
な
す
「
告
諭
」
に
あ
る

「
本
（
も
と
）
」
は
、
諸
君
ら
が
学
ん
だ

４
年
間
の
成
果
、
と
解
説
。「
こ
れ
か
ら

は
こ
の
成
果
を
基
礎
に
、
自
ら
考
え
、
自

分
で
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
予

測
不
能
な
出
来
事
や
偶
然
の
出
会
い
が
成

否
を
決
定
す
る
と
思
う
が
、
物
事
の
本
質

を
見
抜
く
力
と
自
ら
の
揺
る
が
ぬ
信
念

が
、
そ
の
判
断
の
支
え
と
な
る
」
と
激
励

し
た
。

　

続
い
て
国
学
院
大
学
院
友
会
の
𠮷
田
茂

穗
会
長
が
「
母
校
の
門
は
常
に
開
い
て
い

る
。
同
じ
院
友
と
し
て
母
校
に
、
社
会

に
、
後
輩
た
ち
に
、
何
が
で
き
る
か
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
。
宮
内
靖
彦

法
学
部
長
、
尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
、
新

富
康
央
人
間
開
発
学
部
長
、
野
呂
健
文
学

部
長
、
嵐
義
人
専
攻
科
長
が
「
卒
業
生
に

贈
る
言
葉
」
で
卒
業
を
祝
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
卒
業
生
を
代
表
し
、
午
前
の
式
で

は
手
塚
大
二
郎
君
（
法
）
が
、
午
後
の
式

は
鈴
木
亜
莉
紗
さ
ん
（
神
文
）
が
答
辞
を

述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
学
長
特
別
賞
表

彰
（
関
連
記
事
８
面
）、
若
木
育
成
会
に

よ
る
成
績
優
秀
者
表
彰
（
６
２
２
号
既

報
）
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
後
、
卒
業
生
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学

舎
に
戻
り
、
各
教
室
で
卒
業
証
書
、
学
位

記
、
修
了
証
書
の
授
与
を
受
け
、
学
部
ご

と
の
卒
業
祝
賀
会
に
臨
ん
だ
。
文
学
部
は

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
、
法
学
部
は
同
３
号
館

「
和
﹇
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
﹈」、
経
済
学
部
は

同
メ
モ
リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
、
神
道
文
化

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
は
若
木
タ
ワ
ー
有

栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
、
人
間
開
発
学
部
は

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
21
ス
カ

イ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ヒ
ル
ト
ッ
プ
」
が
会
場

と
な
り
、
し
ば
し
仲
間
や
恩
師
と
の
語
ら

い
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

学部・専攻科・別科卒業式

大
学
院
・
法
科
大
学
院
学
位
記
授
与
式

東
京
立
正
高
等
学
校
と

高
大
連
携
教
育
協
定
を
締
結

所
属
別
１
２
２
期
生
（
確
定
数
）

学長
式辞「信念を持ち本質を見極める」

卒
業
生
に
告
辞
を
述
べ
る
赤
井
学
長

大学院教員を囲み記念撮影する課程博士

法科大学院教員と一緒に記念撮影する
法科大学院修了生

　

３
月
22
日
午
前
11
時
か
ら
、

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
で

大
学
院
な
ら
び
に
法
科
大
学
院

の
学
位
記
授
与
式
が
、
坂
口
𠮷

一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
、

小
川
直
之
大
学
院
委
員
長
、
武

田
誠
法
科
大
学
院
長
を
は
じ

め
、
関
係
教
職
員
が
列
席
し
挙

行
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
学
院
博
士
課

程
後
期
修
了
生
14
人
の
氏
名
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
赤
井
学
長
か

ら
博
士
学
位
記
が
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
た
。
続
い
て
法
科
大
学

院
修
了
生
の
紹
介
お
よ
び
学
位

記
授
与
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

法
科
大
学
院
と
同
じ
建
物
内
に

あ
る
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事

務
所
で
「
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
上
級
）
」
を
修
得
し
た
13

人
の
修
了
生
に
対
し
て
、
日
本
　

本
学
と
東
京
立
正
高
等
学
校

（
東
京
・
杉
並
区
）
は
、
生
徒

の
受
験
に
関
す
る
理
解
の
促
進

を
は
か
る
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
高
大
連
携
教
育
協
定
を
締

結
。
３
月
４
日
午
後
０
時
30
分

か
ら
、
同
校
か
ら
は
澤
田
幸
雄

校
長
、
石
川
伸
也
教
頭
、
中
澤

哲
也
教
諭
の
３
人
が
、
本
学
は

赤
井
益
久
学
長
と
秦
信
行
入
学

部
長
が
出
席
し
協
定
書
の
調
印

式
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
は
、
同
校
生
徒
が
本
学

で
授
業
の
聴
講
や
、
図
書
館
の

利
用
な
ど
を
す
る
予
定
だ
。
ま

髙
柳
良
治
名
誉
教
授

　

国
学
院
大
学
経
済
学
部
名
誉

教
授
の
髙
柳
良
治
氏
が
、
４
月

８
日
に
逝
去
し
た
。
78
歳
。
通

夜
は
４
月
13

日
、
告
別
式

は
翌
14
日
に

海
老
名
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
神
奈
川
・
海

老
名
市
）
で
執
り
行
わ
れ
る
。

　

髙
柳
氏
は
昭
和
10
年
生
ま

れ
。
35
年
一
橋
大
学
社
会
学
部

卒
業
。
国
立
市
教
育
委
員
会
勤

務
な
ど
を
経
て
、
43
年
一
橋
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修

了
、
46
年
同
研
究
科
を
単
位
取

得
退
学
。
同
年
国
学
院
大
学
経

済
学
部
専
任
講
師
、
50
年
同
助

教
授
、
56
年
同
教
授
。
平
成
９

年
経
済
学
部
長
。
18
年
３
月
定

年
退
職
。
同
年
本
学
名
誉
教

授
。

加
藤
寛
名
誉
教
授

　

国
学
院
大

学
文
学
部
名

誉
教
授
の
加

藤
寛
氏
が
、

３
月
21
日
に
逝
去
し
た
。
79

歳
。
通
夜
、
告
別
式
は
近
親
者

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

加
藤
氏
は
昭
和
９
年
生
ま

れ
。
32
年
国
学
院
大
学
史
学
科

卒
業
。
国
学
院
高
等
学
校
勤
務

を
経
て
、
33
年
国
学
院
大
学
体

育
教
官
室
助
手
、
38
年
文
学
部

専
任
講
師
。
46
年
助
教
授
、
56

年
教
授
。
平
成
17
年
３
月
定
年

退
職
。
同
年
本
学
文
学
部
名
誉

教
授
。
在
職
中
に
は
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
、
キ
ャ
ン
パ

ス
長
な
ど
も
務
め
た
。

雨
宮
義
直
名
誉
教
授

　

国
学
院
大

学
経
済
学
部

名
誉
教
授
の

雨
宮
義
直
氏

が
、
１
月
18
日
に
逝
去
し
た
。

81
歳
。
通
夜
、
告
別
式
は
近
親

者
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

雨
宮
氏
は
昭
和
７
年
生
ま

れ
。
30
年
国
学
院
大
学
政
経
学

部
卒
業
、
38
年
法
政
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
修
了
。
同
年

国
学
院
大
学
経
済
学
部
兼
任
講

師
、
40
年
同
専
任
講
師
、
42
年

同
助
教
授
、
51
年
同
教
授
。
平

成
元
年
か
ら
２
期
、
経
済
学
部

長
を
務
め
る
。
13
年
か
ら
経
済

学
部
特
別
専
任
教
授
と
な
り
、

15
年
に
定
年
退
職
。
同
年
本
学

名
誉
教
授
。

◎
大
学
院

◆
博
士
課
程
前
期
修
了
◇
文
学

研
究
科
▽
神
道
学
・
宗
教
学
専

攻
７
人
▽
文
学
専
攻
30
人
▽
史

学
専
攻
28
人
◇
法
学
研
究
科
▽

法
律
学
専
攻
３
人
◇
経
済
学
研

究
科
▽
経
済
学
専
攻
８
人
◆
博

士
課
程
後
期
修
了
◇
文
学
研
究

科
▽
神
道
学
専
攻
２
人
▽
神
道

学
・
宗
教
学
専
攻
２
人
▽
文
学

専
攻
１
人
▽
日
本
文
学
専
攻
３

人
▽
史
学
専
攻
４
人
▽
日
本
史

学
専
攻
１
人
◇
法
学
研
究
科
▽

法
律
学
専
攻
１
人
◆
博
士
課
程

後
期
・
単
位
取
得
満
期
退
学
◇

文
学
研
究
科
▽
神
道
学
・
宗
教

学
専
攻
３
人
▽
文
学
専
攻
５
人

▽
史
学
専
攻
６
人

平成25年度 課程博士学位取得者一覧
氏名（専攻） 学位の種類 論文題目 主査 副査
坂本直乙子
（神道学） 神道学 琉球列島の祭祀にみる神馬の研究 安蘇谷正彦

本学大学院客員教授
小川直之 本学教授
渡邊欣雄 本学教授

田口祐子
（神道学） 宗教学 現代における人生儀礼の実態と意義

－女性と子どもに関する儀礼を通じて－
石井研士
本学教授

新谷尚紀 本学教授
武田秀章 本学教授

吉野亨
（神道学・宗教学） 神道学 神饌の研究 中西正幸

本学教授
岡田莊司 本学教授

江原絢子 東京家政学院大学名誉教授
バロッソ・ベル・マリア・イザベル

（神道学・宗教学） 神道学 身を隠したまひき神々
－『古事記』上巻の比較神話学的研究－

安蘇谷正彦
本学大学院客員教授

武田秀章 本学教授
嵐義人 本学教授

東城敏毅
（日本文学） 文学 万葉集防人歌群の研究 辰巳正明

本学教授
谷口雅博 本学准教授

菊地義裕 東洋大学教授
荒木優也

（日本文学） 文学 西行和歌の研究
－その仏教的和歌観を中心に－

辰巳正明
本学教授

谷口雅博 本学准教授
浅田徹 お茶ノ水女子大学教授

中野真樹
（日本文学） 文学 近代における墨字国語・日本語教科書

と点字国語教科書のかなづかいの研究
諸星美智直
本学教授

カイザー・シュテファン 本学教授
久野マリ子 本学教授

岡田誠
（文学） 文学 日本語受身表現の研究

－日本語教育を中心に－
諸星美智直
本学教授

カイザー・シュテファン 本学教授
岩下裕一 和洋女子大学教授

中澤惠子
（日本史学） 歴史学 地域社会における「衛生」の普及と受容 上山和雄

本学教授
根岸茂夫 本学教授

有馬学 九州大学名誉教授
簗瀬大輔
（史学） 歴史学 中世東国の地域と環境 千々和到

本学教授
池上裕子 成城大学名誉教授

榎原雅治 東京大学史料編纂所教授

溝口優樹
（史学） 歴史学 日本古代の社会統合と国家 鈴木靖民

本学大学院客員教授

佐藤長門 本学教授
佐藤信 東京大学大学院教授

市大樹 大阪大学大学院准教授
速水大

（史学） 歴史学 唐代勲官制度の研究 金子修一
本学教授

鈴木靖民 本学大学院客員教授
石見清裕 早稲田大学教授

小森哲也
（史学） 歴史学 東国における古墳の動向からみた

律令国家成立過程の研究
吉田恵二
本学教授

谷口康浩 本学教授
小林青樹 国学院大学栃木短期大学教授

高杉洋平
（法律学） 法学 宇垣一成と戦間期の政治外交 坂本一登

本学教授
水谷三公 本学教授
永森誠一 本学教授

協定書を取り交わす赤井学長
（左）と澤田校長

た
、
経
済
学
部
の
Ａ
Ｏ
入
試
制

度
「
Ｋ
‐
Ｅ
Ｎ
Ｔ
３
（
ケ
ン
ト

ス
リ
ー
）
」
の
受
験
エ
ン
ト
リ

ー
資
格
も
付
与
さ
れ
る
。

臨
床
法
学
教
育
協
会
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
蛭
田

孝
雪
同
法
律
事
務
所
所
長
（
本

学
法
科
大
学
院
教
授
）
か
ら
代

表
者
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
大
学
院
博
士
課
程

後
期
単
位
取
得
満
期
退
学
者
の

紹
介
と
、
博
士
課
程
前
期
修
了

者
に
対
し
修
士
学
位
記
の
授
与

が
行
わ
れ
た
。

　

赤
井
学
長
は
式
辞
の
中
で
、

１
９
１
７
年
、
ド
イ
ツ
の
社
会

学
者
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ー
バ
ー
が

学
生
に
向
け
て
講
演
し
た
話
を

引
用
し
、「
学
問
と
は
、
万
能

の
神
で
は
な
く
、
何
が
で
き
て

何
が
で
き
な
い
の
か
を
慎
重
に

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、

清
廉
で
私
欲
が
な
く
、
誠
実
で

絶
え
ず
自
制
的
で
あ
る
こ
と
、

古
い
学
問
は
新
し
い
学
問
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
事
を
期
待
し

た
謙
虚
な
視
点
が
必
要
で
あ
る

こ
と
」
と
説
い
た
。
続
い
て
小

川
大
学
院
委
員
長
、
武
田
法
科

大
学
院
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。

　

最
後
に
、
大
学
院
修
了
生
を

代
表
し
て
木
村
大
樹
君
（
博
前

文
）
が
、
法
科
大
学
院
修
了
生

を
代
表
し
て
大
倉
徹
君
（
法

務
）
が
そ
れ
ぞ
れ
答
辞
を
述
べ

式
は
終
了
し
た
。

卒
業
奉
告
祭
、入
学
奉
告
祭
を
斎
行

　

本
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
神
殿
で
３
月
22

日
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長
、
大

学
関
係
者
ら
が
参
列
し
て
卒
業
奉
告
祭
（
斎
主

・
茂
木
貞
純
神
道
文
化
学
部
教
授
）
が
斎
行
さ

れ
た
。

　

奉
告
祭
は
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
、
翌
23
日

に
修
了
式
を
迎
え
る
別
科
生
ら
が
伶
人
と
し
て

奉
仕
し
、
厳
か
に
雅
楽
を
演
奏
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
、
同
じ
く

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
、
入
学
奉
告
祭
（
斎

主
・
中
西
正
幸
神
道
文
化
学
部
教
授
）
が
斎
行

さ
れ
、
理
事
長
、
学
長
、
法
人
傘
下
各
校
の
役

教
職
員
、
学
生
な
ど
が
参
列
し
た
。
祭
典
に

は
、
新
入
生
代
表
も
参
列
。
玉
串
を
神
前
に
捧

げ
拝
礼
し
、
本
学
学
生
と
し
て
の
勉
学
の
誓
い

を
新
た
に
し
て
い
た
。

㊤
卒
業
奉
告
祭
、㊦
入
学
奉
告
祭

訃
　
報



 

（
大
学
院
合
計
１
０
４
人
）

◎
法
科
大
学
院

◇
標
準
コ
ー
ス
13
人

 

（
法
科
大
学
院
合
計
13
人
）

◎
学
部
（
９
月
卒
業
含
む
）

◆
文
学
部
◇
８
３
１
人
▽
哲
学

科
67
人
▽
史
学
科
２
４
３
人
▽

日
本
文
学
科
３
３
４
人
▽
中
国

文
学
科
55
人
▽
外
国
語
文
化
学

科
１
３
２
人
◆
経
済
学
部
◇
５

７
８
人
▽
経
済
学
科
２
３
７
人

▽
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学

科
１
６
７
人
▽
経
営
学
科
１
７

４
人
◆
法
学
部
◇
５
９
５
人
▽

法
律
学
科
法
律
専
攻
４
９
８
人

▽
法
律
学
科
法
律
専
門
職
専
攻

36
人
▽
法
律
学
科
政
治
専
攻
57

人
▽
法
律
学
科
４
人
◆
神
道
文

化
学
部
▽
神
道
文
化
学
科
１
８

９
人
◆
人
間
開
発
学
部
◇
２
２

５
人
▽
初
等
教
育
学
科
１
１
６

人
▽
健
康
体
育
学
科
１
０
９
人

 

（
学
部
２
４
１
８
合
計
人
）

◎
専
攻
科

▽
神
道
学
専
攻
科
神
道
学
専
攻

33
人

 

（
専
攻
科
合
計
33
人
）

◎
別
科

▽
神
道
専
修
Ⅰ
類
２
人
▽
神
道

専
修
Ⅱ
類
８
人

 

（
別
科
合
計
10
人
）

 

﹇
総
計
２
５
７
８
人
﹈

予
算
額
に
比
し
て
３
億
６
４
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
受
取
利
息
・
配

当
金
収
入
の
減
額
を
見
込
ん
だ

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

支
出
面
で
の
当
年
度
支
出
合

計
は
前
年
度
予
算
に
比
し
て
18

億
５
０
０
万
円
程
の
増
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
年
度
予
算
額
に
対
す
る
増

額
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
人

件
費
支
出
で
３
４
０
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
職
員
人
件
費

支
出
で
５
３
０
０
万
円
等

が
増
額
と
な
り
、
退
職
金

学校法人　国学院大学 消費収支予算書
　　　　　　　　　　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで� （単位：円）

消費収入の部
科目 予算 前年度予算 増減

学生生徒等納付金 13,591,793,600 13,791,596,900 △ 199,803,300
手数料 616,392,000 615,139,000 1,253,000
寄付金 366,098,000 355,183,000 10,915,000
補助金 2,060,054,200 2,083,853,800 △ 23,799,600
資産運用収入 479,160,000 888,160,000 △ 409,000,000
事業収入 138,540,000 145,900,000 △ 7,360,000
雑収入 180,040,000 403,096,000 △ 223,056,000
帰属収入合計 17,432,077,800 18,282,928,700 △ 850,850,900
基本金組入額合計 △ 2,851,740,000 △ 3,222,733,000 370,993,000
消費収入の部合計 14,580,337,800 15,060,195,700 △ 479,857,900

消費支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費 9,178,813,000 9,299,969,900 △ 121,156,900
教育研究経費 5,319,396,000 5,220,693,000 98,703,000
管理経費 1,202,599,000 1,176,052,000 26,547,000
借入金等利息 52,930,000 41,880,000 11,050,000
資産処分差額 14,253,000 27,377,000 △ 13,124,000
〔予備費〕 529,000,000 409,000,000 120,000,000
消費支出の部合計 16,296,991,000 16,174,971,900 122,019,100
当年度消費支出超過額 1,716,653,200 1,114,776,200 　　　　
前年度繰越消費収入超過額 733,334,332 1,848,110,532 　　　　
基本金取崩額 0 0 　　　　
翌年度繰越消費支出超過額 983,318,868 △ 733,334,332 　　　　

表２
円
程
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
収
入
面
で
の
前
年
度
予
算

額
に
対
す
る
増
額
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
借
入
金
等
収
入
で

新
規
の
長
期
借
入
金
を
予
定
し

て
お
り
、
前
年
度
予
算
額
に
比

し
て
５
億
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
収
入
45

億
５
０
０
万
円
は
、
前
年
度
予

算
額
に
比
し
て
37
億
３
９
０
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
額
の

主
な
も
の
と
し
て
は
、
学
生
生

徒
等
納
付
金
収
入
で
１
億
９
９

０
０
万
円
、
資
産
運
用
収
入
で

４
億
９
０
０
万
円
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

支
出
面
で
の
前
年
度
予
算
額

に
対
す
る
増
額
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
教
育
研
究
経
費
支
出

で
９
８
０
０
万
円
、
施
設
関
係

支
出
で
22
億
６
８
０
０
万
円
、

設
備
関
係
支
出
で
２
億
４
８
０

０
万
円
、
資
産
運
用
支
出
で
15

億
１
２
０
０
万
円
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
減
額
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
人
件
費
支
出
で
３
億

２
６
０
０
万
円
、
借
入
金
等
返

済
支
出
で
６
６
０
０
万
円
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
消
費
収
支
予
算
概
況（
表
２
）

　

消
費
収
支
予
算
は
、
当
該
年

度
中
の
消
費
収
入
予
算
お
よ
び

消
費
支
出
予
算
の
内
容
を
明
ら

か
に
し
、
収
支
の
均
衡
が
保
た

れ
て
い
る
か
否
か
を
測
定
、
表

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
財
政
の
運
営
状
況
を
示

す
当
予
算
に
お
い
て
、
当
年
度

消
費
収
支
差
額
は
法
人
全
体
で

17
億
１
６
０
０
万
円
の
支
出
超

過
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結

果
、
前
年
度
繰
越
消
費
収
入
超

過
額
に
当
年
度
消
費
支
出
超
過

額
を
加
減
す
る
と
、
翌
年
度
に

繰
り
越
さ
れ
る
消
費
支
出
超
過

額
は
９
億
８
３
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

大
学
予
算
は
、
学
長
を
委
員

長
と
す
る
予
算
会
議
の
審
議
を

経
て
学
校
法
人
予
算
の
一
部
と

し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
資
金
収
支
予
算
概
況（
表
３
）

　

資
金
収
支
予
算
の
規
模
は
、

２
０
９
億
２
６
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

当
年
度
収
入
合
計
は
前
年
度

予
算
に
比
し
36
億
１
５
０
０
万

　

平
成
26
年
度
学
校
法
人
国
学

院
大
学
予
算
は
、
平
成
26
年
３

月
27
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議

員
会
で
承
認
、
成
立
し
ま
し

た
。

◆
資
金
収
支
予
算
概
況（
表
１
）

　

資
金
収
支
予
算
は
、
会
計
年

度
中
の
す
べ
て
の
収
入
予
算
及

び
支
出
予
算
の
内
容
と
支
払
資

金
の
顛
末
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
予
算
総
額
は
３
９
４

億
７
１
０
０
万
円
で
、前
年
度

予
算
額
に
比
し
て
19
億
８
２
０

０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

収
入
面
で
の
前
年
度
予
算
額

に
対
す
る
増
額
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
寄
付
金
収
入
で
１
１

０
０
万
円
、
借
入
金
等
収
入
で

４
億
９
０
０
０
万
円
、
そ
の
他

の
収
入
で
36
億
５
６
０
０
万
円

（３）　　 平成26年４月10日（木曜日） 國　學　院　大　學　学　報 第6２３号

平
成
26
年
度
　
予
算
成
立

学
校
法
人
全
体

金　
　
　
額
：
一
口
20
万
円

振
込
締
切
日
：
平
成
26
年
7
月
31
日

お
問
合
せ
先
：�

総
務
部
総
務
課

☎
０
３
‐
5
4
6
6
‐
0
1
1
1

教
育
充
実
資
金（
維
持
費
）

に
つ
い
て
の
お
願
い

国
学
院
大
学
予
算

学校法人　国学院大学　資金収支予算書
　　　　　　　　　　　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで� （単位：円）

収入の部
科目 予算 前年度予算 増減

学生生徒等納付金収入 13,591,793,600 13,791,596,900 △ 199,803,300
手数料収入 616,392,000 615,139,000 1,253,000
寄付金収入 351,048,000 340,079,000 10,969,000
補助金収入 2,060,054,200 2,083,853,800 △ 23,799,600
資産運用収入 479,160,000 888,160,000 △ 409,000,000
資産売却収入 0 50,000,000 △ 50,000,000
事業収入 138,540,000 145,900,000 △ 7,360,000
雑収入 173,840,000 374,276,000 △ 200,436,000
借入金等収入 1,146,600,000 656,600,000 490,000,000
前受金収入 3,039,030,000 3,159,170,000 △ 120,140,000
その他の収入 4,657,194,000 1,001,401,633 3,655,792,367
資金収入調整勘定 △ 3,293,350,000 △ 3,573,857,655 280,507,655
当年度収入合計 22,960,301,800 19,532,318,678 3,427,983,122
前年度繰越支払資金 16,510,818,239 17,956,669,884 △ 1,445,851,645
収入の部合計 39,471,120,039 37,488,988,562 1,982,131,477

支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費支出 9,281,793,000 9,608,434,000 △ 326,641,000
教育研究経費支出 3,856,445,000 3,757,855,000 98,590,000
管理経費支出 1,058,490,000 1,018,504,000 39,986,000
借入金等利息支出 52,930,000 41,880,000 11,050,000
借入金等返済支出 845,000,000 911,400,000 △ 66,400,000
施設関係支出 3,863,380,000 1,595,100,000 2,268,280,000
設備関係支出 646,420,000 398,400,000 248,020,000
資産運用支出 4,707,881,000 3,196,071,000 1,511,810,000
その他の支出 226,790,000 268,730,339 △ 41,940,339
〔予備費〕 529,000,000 409,000,000 120,000,000
資金支出調整勘定 △ 162,996,000 △ 227,204,016 64,208,016
当年度支出合計 24,905,133,000 20,978,170,323 3,926,962,677
次年度繰越支払資金 14,565,987,039 16,510,818,239 △ 1,944,831,200
支出の部合計 39,471,120,039 37,488,988,562 1,982,131,477

表１

国学院大学　資金収支予算書
　　　　　　　　　　　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで� （単位：円）

収入の部
科目 予算 前年度予算 増減

学生生徒等納付金収入 10,222,100,000 10,399,680,000 △ 177,580,000
手数料収入 520,400,000 519,100,000 1,300,000
寄付金収入 250,000,000 250,000,000 0
補助金収入 701,000,000 701,000,000 0
資産運用収入 281,000,000 645,000,000 △ 364,000,000
資産売却収入 0 50,000,000 △ 50,000,000
事業収入 130,300,000 134,340,000 △ 4,040,000
雑収入 135,000,000 196,400,000 △ 61,400,000
借入金等収入 1,000,000,000 500,000,000 500,000,000
前受金収入 2,539,600,000 2,656,510,000 △ 116,910,000
その他の収入 4,505,800,000 766,771,112 3,739,028,888
資金収入調整勘定 △ 2,756,510,000 △ 2,905,427,155 148,917,155
当年度収入合計 17,528,690,000 13,913,373,957 3,615,316,043
前年度繰越支払資金 3,397,515,797 5,015,388,575 △ 1,617,872,778
収入の部合計 20,926,205,797 18,928,762,532 1,997,443,265

支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費支出 6,253,230,000 6,219,060,000 34,170,000
教育研究経費支出 2,721,800,000 2,791,960,000 △ 70,160,000
管理経費支出 724,010,000 706,240,000 17,770,000
借入金等利息支出 30,000,000 19,000,000 11,000,000
借入金等返済支出 643,000,000 690,000,000 △ 47,000,000
施設関係支出 3,574,380,000 1,551,290,000 2,023,090,000
設備関係支出 599,320,000 350,580,000 248,740,000
資産運用支出 2,111,000,000 2,611,000,000 △ 500,000,000
その他の支出 537,850,000 573,988,493 △ 36,138,493
〔予備費〕 250,000,000 150,000,000 100,000,000
資金支出調整勘定 △ 107,871,000 △ 131,871,758 24,000,758
当年度支出合計 17,336,719,000 15,531,246,735 1,805,472,265
次年度繰越支払資金 3,589,486,797 3,397,515,797 191,971,000
支出の部合計 20,926,205,797 18,928,762,532 1,997,443,265

表３

国学院大学　消費収支予算書
　　　　　　　　　　　平成26年４月１日から平成27年３月31日まで� （単位：円）

消費収入の部
科目 予算 前年度予算 増減

学生生徒等納付金 10,222,100,000 10,399,680,000 △ 177,580,000
手数料 520,400,000 519,100,000 1,300,000
寄付金 265,000,000 265,000,000 0
補助金 701,000,000 701,000,000 0
資産運用収入 281,000,000 645,000,000 △ 364,000,000
事業収入 130,300,000 134,340,000 △ 4,040,000
雑収入 135,000,000 219,500,000 △ 84,500,000
その他の収入 60,800,000 60,496,000 304,000
帰属収入合計 12,315,600,000 12,944,116,000 △ 628,516,000
基本金組入額合計 △ 2,176,600,000 △ 2,850,140,000 673,540,000
消費収入の部合計 10,139,000,000 10,093,976,000 45,024,000

消費支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費 6,111,730,000 5,978,860,000 132,870,000
教育研究経費 3,836,800,000 3,903,960,000 △ 67,160,000
管理経費 833,010,000 827,240,000 5,770,000
借入金等利息 30,000,000 19,000,000 11,000,000
資産処分差額 14,000,000 27,110,000 △ 13,110,000
その他の支出 410,150,000 390,730,000 19,420,000
〔予備費〕 250,000,000 150,000,000 100,000,000
消費支出の部合計 11,485,690,000 11,296,900,000 188,790,000
当年度消費支出超過額 1,346,690,000 1,202,924,000 　　　　
前年度繰越消費収入超過額 △ 6,726,012,980 △ 5,523,088,980 　　　　
基本金取崩額 0 0 　　　　
翌年度繰越消費支出超過額 8,072,702,980 6,726,012,980 　　　　

表４

大学院・法科大学院
平成26年度春季入学試験結果

国学院大学大学院ならびに法科大学院の平成26年度
春季入学試験の出願者数と合格者数は次のとおり。

◇　大学院　◇
課程 研究科 専攻 入学試験制度

合計
志願 合格

博
士
課
程
前
期

文学研究科 神道学・
宗教学専攻

一 般 7 6
外 国 人 留 学 生 1 1
社 会 人 3 2

文学専攻 一 般 8 3
外 国 人 留 学 生 17 10
社 会 人 2 2

史学専攻 一 般 22 16
外 国 人 留 学 生 2 1
社 会 人 4 3

法学研究科 法律学専攻 一 般 1 1
外 国 人 留 学 生 0 0
社 会 人 0 0
学 内 論 文 選 考 0 0
学 内 成 績 選 考 2 2

経済学研究科 経済学専攻 一 般 3 2
外 国 人 留 学 生 6 2
社 会 人 4 3
学 内 推 薦 0 0

博
士
課
程
後
期

文学研究科 神道学・
宗教学専攻

一 般 3 2
外 国 人 留 学 生 2 2
社 会 人 0 0

文学専攻 一 般 6 4
外 国 人 留 学 生 1 1
社 会 人 1 1

史学専攻 一 般 10 8
外 国 人 留 学 生 0 0
社 会 人 1 1

法学研究科 法律学専攻 一 般 0 0
留 学 生 0 0
法科大学院修了者 0 0

経済学研究科 経済学専攻 一 般 0 0
外 国 人 留 学 生 0 0
社 会 人 1 0

◇　法科大学院　◇
入試制度 コース 志願者数 合格者

一般

Ⅲ期
標準 A 3 1

B 1
短縮 1C 1

Ⅳ期
標準 A 1 0

B 1
短縮 0C 0

3月
特別

標準 A 2 2
B 2

短縮 0C 1
社会人
特別選抜 Ⅱ期 標準 A 1 1

す
。
こ
れ
は
、
施
設
設
備
準
備

資
産
か
ら
の
繰
入
収
入
等
の
増

額
を
見
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
前
年
度
予
算
額
に
対

す
る
減
額
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

１
０
２
億
２
２
０
０
万
円
は
、

前
年
度
予
算
額
に
比
し
て
１
億

７
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
資
産
運
用
収
入

２
億
８
１
０
０
万
円
は
前
年
度

支
出
で
２
２
０
０
万
円
が
減
額

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
前
年

度
予
算
額
に
比
し
て
７
０
０
０

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
旅
費
交
通
費
支
出
で
１

８
０
０
万
円
、
奨
学
費
支
出
で

３
８
０
０
万
円
、
図
書
資
料
費

支
出
で
１
４
０
０
万
円
、
印
刷

製
本
費
支
出
で
１
５
０
０
万

円
、
支
払
手
数
料
・
報
酬
支
出

で
２
４
０
０
万
円
、
委
託
費
支

出
で
７
２
０
０
万
円
等
が
増
額

に
な
っ
た
も
の
の
、
支
払
修
繕

費
支
出
で
１
億
２
９
０
０
万

円
、
施
設
解
体
費
支
出
で
１
億

４
０
０
０
万
円
等
が
減
額
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
管
理

経
費
支
出
は
、
前
年
度
予
算
額

に
比
し
て
１
７
０
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主

に
委
託
費
支
出
で
５
４
０
０
万

円
等
が
増
額
と
な
り
、
消
耗
品

費
支
出
で
１
７
０
０
万
円
、
図

書
資
料
費
支
出
で
３
０
０
０
万

円
等
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
借
入
金
返
済

支
出
は
前
年
度
予
算
額
に
比
し

て
４
７
０
０
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
関
係
支

出
は
前
年
度
予
算
額
に
比
し
て

20
億
２
３
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
土

地
支
出
で
３
億
８
５
０
０
万

円
、
建
物
支
出
で
20
億
７
０
０

０
万
円
等
が
増
額
と
な
り
、
建

設
仮
勘
定
支
出
が
５
億
４
４
０

０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
設
備
関
係
支
出
は
前
年

度
予
算
に
比
し
て
２
億
４
９
０

０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
教
育
研
究
用
機
器

備
品
支
出
で
２
億
７
０
０
０
万

円
等
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
資
産
運
用
支
出
は

前
年
度
予
算
額
に
比
し
て
５
億

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
退
職
給
与
引
当
特
定
資
産

へ
の
繰
入
支
出
で
５
億
円
、
施

設
設
備
拡
充
引
当
特
定
資
産
へ

の
繰
入
支
出
で
10
億
円
の
減
額

と
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
ま

す
。

◆
消
費
収
支
予
算
概
況（
表
４
）

　

当
年
度
消
費
収
支
差
額
は
大

学
で
最
終
的
に
13
億
４
７
０
０

万
円
の
消
費
支
出
超
過
と
な
り

ま
す
。
こ
の
結
果
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
消
費
収
支
差
額
は
累

積
で
80
億
７
３
０
０
万
円
の
支

出
超
過
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

 

（
財
務
部
経
理
課
）

髙
柳
良
治
名
誉
教
授

　

国
学
院
大
学
経
済
学
部
名
誉

教
授
の
髙
柳
良
治
氏
が
、
４
月

８
日
に
逝
去
し
た
。
78
歳
。
通

夜
は
４
月
13

日
、
告
別
式

は
翌
14
日
に

海
老
名
セ
レ

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
神
奈
川
・
海

老
名
市
）
で
執
り
行
わ
れ
る
。

　

髙
柳
氏
は
昭
和
10
年
生
ま

れ
。
35
年
一
橋
大
学
社
会
学
部

卒
業
。
国
立
市
教
育
委
員
会
勤

務
な
ど
を
経
て
、
43
年
一
橋
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修

了
、
46
年
同
研
究
科
を
単
位
取

得
退
学
。
同
年
国
学
院
大
学
経

済
学
部
専
任
講
師
、
50
年
同
助

教
授
、
56
年
同
教
授
。
平
成
９

年
経
済
学
部
長
。
18
年
３
月
定

年
退
職
。
同
年
本
学
名
誉
教

授
。

加
藤
寛
名
誉
教
授

　

国
学
院
大

学
文
学
部
名

誉
教
授
の
加

藤
寛
氏
が
、

３
月
21
日
に
逝
去
し
た
。
79

歳
。
通
夜
、
告
別
式
は
近
親
者

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

加
藤
氏
は
昭
和
９
年
生
ま

れ
。
32
年
国
学
院
大
学
史
学
科

卒
業
。
国
学
院
高
等
学
校
勤
務

を
経
て
、
33
年
国
学
院
大
学
体

育
教
官
室
助
手
、
38
年
文
学
部

専
任
講
師
。
46
年
助
教
授
、
56

年
教
授
。
平
成
17
年
３
月
定
年

退
職
。
同
年
本
学
文
学
部
名
誉

教
授
。
在
職
中
に
は
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
、
キ
ャ
ン
パ

ス
長
な
ど
も
務
め
た
。

雨
宮
義
直
名
誉
教
授

　

国
学
院
大

学
経
済
学
部

名
誉
教
授
の

雨
宮
義
直
氏

が
、
１
月
18
日
に
逝
去
し
た
。

81
歳
。
通
夜
、
告
別
式
は
近
親

者
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
た
。

　

雨
宮
氏
は
昭
和
７
年
生
ま

れ
。
30
年
国
学
院
大
学
政
経
学

部
卒
業
、
38
年
法
政
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
修
了
。
同
年

国
学
院
大
学
経
済
学
部
兼
任
講

師
、
40
年
同
専
任
講
師
、
42
年

同
助
教
授
、
51
年
同
教
授
。
平

成
元
年
か
ら
２
期
、
経
済
学
部

長
を
務
め
る
。
13
年
か
ら
経
済

学
部
特
別
専
任
教
授
と
な
り
、

15
年
に
定
年
退
職
。
同
年
本
学

名
誉
教
授
。

◎
大
学
院

◆
博
士
課
程
前
期
修
了
◇
文
学

研
究
科
▽
神
道
学
・
宗
教
学
専

攻
７
人
▽
文
学
専
攻
30
人
▽
史

学
専
攻
28
人
◇
法
学
研
究
科
▽

法
律
学
専
攻
３
人
◇
経
済
学
研

究
科
▽
経
済
学
専
攻
８
人
◆
博

士
課
程
後
期
修
了
◇
文
学
研
究

科
▽
神
道
学
専
攻
２
人
▽
神
道

学
・
宗
教
学
専
攻
２
人
▽
文
学

専
攻
１
人
▽
日
本
文
学
専
攻
３

人
▽
史
学
専
攻
４
人
▽
日
本
史

学
専
攻
１
人
◇
法
学
研
究
科
▽

法
律
学
専
攻
１
人
◆
博
士
課
程

後
期
・
単
位
取
得
満
期
退
学
◇

文
学
研
究
科
▽
神
道
学
・
宗
教

学
専
攻
３
人
▽
文
学
専
攻
５
人

▽
史
学
専
攻
６
人

　

本
学
で
は
財
政
を
確
立
し
、
教
学

の
内
容
維
持
、
充
実
を
図
る
目
的
で

新
入
生
の
ご
父
母
を
対
象
に
教
育
充

実
資
金
（
維
持
費
）
の
ご
寄
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
任
意
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
学
の
更
な
る
教
育
・

研
究
の
向
上
の
た
め
、
何
卒
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



経
済
学
部
准
教
授　
山
本
健
太

（
や
ま
も
と　
け
ん
た
）

①
東
北
大
学

理
学
研
究
科

博
士
後
期
課

程
修
了
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ

Ｃ
２
、同
Ｐ
Ｄ
、九
州
国
際
大
学

特
別
専
任
助
教
、同
助
教
、同
准

教
授
を
経
て
現
職
。②
学
生
の

皆
さ
ん
に
、地
域
と
経
済
の
関

係
を
少
し
で
も
楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
間
開
発
学
部
教
授　
筒
石
賢

昭（
た
け
し　
け
ん
し
ょ
う
）

①
米
国
イ
リ

ノ
イ
大
学
大

学
院
音
楽
研

究
科
博
士
課

程
修
了
、
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
． 

取
得
、

佐
賀
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
教

授
を
経
て
現
職
、
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
。
②
音
楽
や
文
化

の
国
際
交
流
と
日
本
の
伝
統
音

楽
（
尺
八
）
の
世
界
に
向
け
て

の
発
信
に
頑
張
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
間
開
発
学
部
教
授　
村
上
佳

司
（
む
ら
か
み　
け
い
し
）

①
日
本
体
育

大
学
体
育
学

部
卒
業
、
兵

庫
教
育
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修

了
、
大
阪
府
立
高
等
学
校
教

諭
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
振
興
室
指
導
主
事
、
浜

松
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

部
准
教
授
、
天
理
大
学
体
育
学

部
准
教
授
を
経
て
現
職
。
②
こ

れ
ま
で
の
教
育
現
場
の
経
験
を

生
か
し
、
中
学
、
高
校
の
教
育

現
場
で
活
躍
が
で
き
る
学
生
の

育
成
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

人
間
開
発
学
部
准
教
授　
渡
邉

雅
俊（
わ
た
な
べ　
ま
さ
と
し
）

①
東
京
学
芸

大
学
大
学
院

連
合
学
校
教

育
学
研
究
科

修
了
、
静
岡
英
和
学
院
大
学
人

間
社
会
学
部
講
師
、
山
梨
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授

を
経
て
現
職
、
博
士
（
教
育

学
）。
②
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
の
心
理
と
支

援
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

人
間
開
発
学
部
助
手　
鈴
木
王

香
（
す
ず
き　
お
う
か
）

①
筑
波
大
学

体
育
専
門
学

群
卒
業
、
筑

波
大
学
大
学

院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
体
育

学
専
攻
修
了
、
修
士
（
体
育

学
）。
②
伝
統
あ
る
国
学
院
大

学
で
の
生
活
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
関
わ
り
、
人
生
の
糧
に
し

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

法
科
大
学
院
准
教
授　
河
合
繁

昭
（
か
わ
い　
し
げ
あ
き
）

①
東
京
都
立

大
学
法
学
部

政
治
学
科
卒

業
、
司
法
研

修
所
修
了（
第
57
期
）、弁
護
士
、

弁
護
士
法
人
渋
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

法
律
事
務
所
長
。②
法
科
大
学

院
生
の
皆
さ
ん
に
は
、在
学
中

か
ら
法
律
実
務
の
世
界
を
体
験

し
、よ
り
よ
り
法
曹
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

財
務
部
管
財
課　
木
下
健
太
郎

（
き
の
し
た　
け
ん
た
ろ
う
）

①
平
成
26
年

３
月
明
治
大

学
経
営
学
部

経
営
学
科
卒

業
。
②
伝
統
あ
る
国
学
院
大
学

に
奉
職
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
幼
少
よ
り
育

っ
た
渋
谷
と
い
う
地
に
根
付
く

本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
学
事
務
部
教
務
課　
前
島
司

（
ま
え
じ
ま　
つ
か
さ
）

①
平
成
26
年

３
月
国
学
院

大
学
経
済
学

部
経
済
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
卒
業
。
②

母
校
に
奉
職
で
き
る
事
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
未
熟
で
す

が
国
学
院
大
学
の
さ
ら
な
る
発

展
と
学
生
の
為
に
何
が
出
来
る

の
か
を
常
に
考
え
、
精
一
杯
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

総
合
企
画
部
広
報
課　
原
詩
織

（
は
ら　
し
お
り
）①

平
成
26
年

３
月
慶
応
義

塾
大
学
文
学

部
人
文
社
会

学
科
卒
業
。
②
広
報
課
員
と
し

て
、
国
学
院
大
学
の
魅
力
を
多

く
の
方
に
、
き
れ
い
な
文
章
や

写
真
で
お
伝
え
で
き
る
よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点

も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

慶
応
義
塾
大
学
に
て
博
士
学
位

取
得
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
Ｐ
Ｄ
（
明
治
大
学
）、

慶
応
義
塾
大
学
・
学
習
院
大
学

非
常
勤
講
師
、
博
士（
哲
学
）。

②
哲
学
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を

学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
分
か
ち

合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
学
部
助
手　
朝
倉
一
貴
（
あ

さ
く
ら　
か
ず
た
か
）

①
国
学
院
大

学
大
学
院
文

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

満
期
退
学
、
南
足
柄
市
教
育
委

員
会
学
芸
員
、
川
崎
市
教
育
委

員
会
文
化
財
課
地
名
資
料
室
教

育
専
門
員
、
川
崎
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
文
化
財
嘱
託
員
、

国
学
院
大
学
学
術
資
料
セ
ン
タ

ー
研
究
補
助
員
を
経
て
現
職
。

②
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

法
学
部
准
教
授　
佐
古
田
真
紀

子
（
さ
こ
た　
ま
き
こ
）

①
早
稲
田
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
、小
樽
商

科
大
学
助
手
、旭
川
大
学
講
師
、

同
准
教
授
を
経
て
現
職
。②
な

る
べ
く
分
か
り
や
す
い
授
業

で
、学
生
の
皆
さ
ん
に
民
事
手

続
法
の
面
白
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

法
学
部
准
教
授　
藤
嶋
亮
（
ふ

じ
し
ま　
り
ょ
う
）①

東
京
大
学

大
学
院
法
学

政
治
学
研
究

科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
、
博
士
（
法

学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
、
同
志
社
大
学
政
策
学

部
客
員
准
教
授
な
ど
を
経
て
現

職
。
専
門
は
比
較
政
治
。
②
新

し
い
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
な

か
で
、
教
育
と
研
究
に
邁
進
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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伝
統
と
い
う
襷
を
繋
い
で

究
」（
齋
藤
智
哉
文
学
部
准
教

授
）
▽
「
漢
帝
国
に
お
け
る
武

器
生
産
と
手
工
業
の
展
開
に
関

す
る
考
古
学
的
研
究
」（
内
田

宏
美
文
学
部
兼
任
講
師
）

【
若
手
研
究
（
Ｂ
）〈
新
規
〉】

▽
「
出
土
状
況
・
セ
ッ
ト
関
係

に
み
る
縄
文
時
代
中
期
の
儀
礼

行
為
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（
中
村
耕
作
文
学
部
助
手
）
▽

「
民
主
化
と
宗
教
の
関
係
に
関

す
る
考
察
：
１
９
７
０
年
代
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
事
例
と
し
て
」

（
加
藤
久
子
研
究
開
発
推
進
機

構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）

【
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

〈
新
規
〉】

▽
「
小
学
校
国
語
科
の
読
み
と

幼
稚
園
領
域
こ
と
ば
の
教
師
の

教
授
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
研

究
」（
吉
永
安
里
人
間
開
発
学

部
助
教
） 

【
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学

術
図
書
）〈
新
規
〉】

▽「
訳
註
日
本
古
代
の
外
交
文

書
」（
金
子
修
一
文
学
部
教
授
）

▽「
室
町
幕
府
の
東
国
政
策
」

（
杉
山
一
弥
文
学
部
兼
任
講
師
）

　

法
人
の
人
事
が
決
定
し
た
。

新
た
に
就
任
し
た
役
職
者
は
次

の
と
お
り
。

　

昇
格 

◎ 

法
人
参
事
・
法
人
事
務
局
長

▽
坂
本
真
佐
人

◎ 

国
学
院
高
等
学
校
◆
事
務
長

▽
宇
梶
良
昭

　
採
用 

◎ 

法
人
事
務
局
付
嘱
託
▽
加
藤

元
茂

　
そ
の
他 

◎ 

国
学
院
大
学
久
我
山
中
学
・

高
等
学
校
◆
主
幹
▽
山
﨑
豊

 （
以
上
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　

本
学
の
役
教
職
員
人
事
が
、

平
成
26
年
４
月
１
日
付
で
発
令

さ
れ
た
。
役
職
者
に
お
け
る
主

な
異
動
・
新
任
者
な
ど
は
次
の

と
お
り
。

　
役
職
者 

◎ 

専
攻
科
長
▽
嵐
義
人
神
道
文

化
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

◎ 

別
科
長
▽
茂
木
貞
純
神
道
文

化
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

◎ 

学
則
委
員
長
▽
長
谷
川
光
一

法
学
部
教
授
（
任
期
２
年
）

◎ 

国
際
交
流
推
進
部
長
▽
大
久

保
桂
子
文
学
部
教
授
（
任
期

１
年
）

◎ 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
長
▽
大
久
保
桂

子
文
学
部
教
授
（
任
期
１

年
）

◎ 

教
職
セ
ン
タ
ー
長
▽
田
嶋
一

文
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

　
昇
格
等 

〔
教
員
〕

◎ 

文
学
部
◆
教
授
▽
秋
吉
良
人

▽
黒
澤
直
道
▽
針
谷
壮
一
◆

准
教
授
▽
宍
戸
節
太
郎
▽
ス

ピ
ア
ー
ズ
・
ス
コ
ッ
ト

◎ 

神
道
文
化
学
部
◆
教
授
▽
ヘ

イ
ブ
ン
ズ
・
ノ
ル
マ
ン
▽
西

岡
和
彦
◆
准
教
授
▽
藤
本
頼

生
〔
大
学
事
務
局
〕

◎ 

財
務
部
次
長
・
管
財
課
長
兼

務
▽
中
村
大
介
財
務
部
管
財

課
長

◎ 

教
学
事
務
部
次
長
▽
仙
北
谷

穂
高
教
学
事
務
部
教
務
課
長

◎ 

教
学
事
務
部
大
学
院
担
当
次

長
・
法
科
大
学
院
事
務
課
長

兼
務
▽
山
口
輝
幸
教
学
事
務

部
大
学
院
事
務
課
長

◎ 

国
際
交
流
事
務
部
次
長
・
国
際

交
流
課
長
兼
務
▽
石
山
昭
彦

学
生
事
務
部
国
際
交
流
課
長

◎ 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次

長
▽
堀
内
弘
行
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
情
報
シ

ス
テ
ム
課
長

◎ 

総
務
部
校
友
課
長
▽
澤
田
康

紀
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

◎ 

総
合
企
画
部
企
画
課
長
▽
後

藤
匠
総
合
企
画
部
企
画
課
長

補
佐

◎ 

学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
課
長
▽
木
村
都
学
生
事

務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課

長
補
佐

◎ 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
▽

後
藤
幸
雄
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
事
務
部
情
報
シ
ス
テ

ム
課
長
補
佐

◎ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長
▽
島
村

昌
利
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長
補

佐
◎ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
教
学
・
就

職
担
当
課
長
▽
人
見
剛
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
事
務
課
長
補
佐

　
新
任 

（
移
籍
・
任
期
延
長
・
任
用
形

態
変
更
含
む
）

〔
教
員
〕

◎ 

文
学
部
◆
教
授
（
特
別
専

任
）
▽
藤
澤
紫
◆
准
教
授
▽

中
村
正
明
◆
助
教
▽
小
手
川

正
二
郎
◆
助
手
▽
朝
倉
一
貴

◎ 

神
道
文
化
学
部
◆
助
教
▽
星

野
光
樹

◎ 

法
学
部
◆
教
授
（
特
別
専

任
）
▽
永
森
誠
一
◆
准
教
授

▽
佐
古
田
真
紀
子
▽
藤
嶋
亮

◎ 

経
済
学
部
◆
准
教
授
▽
山
本

健
太

◎ 

人
間
開
発
学
部
◆
教
授
▽
筒

石
賢
昭
▽
村
上
佳
司
◆
准
教

授
▽
渡
邉
雅
俊
◆
助
手
▽
鈴

木
王
香

◎ 

法
科
大
学
院
◆
准
教
授
▽
河

合
繁
昭

◎ 

研
究
開
発
推
進
機
構
◆
助
教

▽
渡
邉
卓
▽
塚
田
穂
高

◎ 

教
育
開
発
推
進
機
構
◆
准
教

授
▽
佐
川
繭
子

◎ 

客
員
教
授
▽
浅
野
温
子
▽
嵐

山
光
三
郎
▽
北
澤
豪
▽
さ
だ

ま
さ
し
▽
佐
藤
美
穂
▽
東
儀

秀
樹
▽
德
川
恒
孝
▽
平
林
岳

▽
松
平
定
知
（
以
上
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
）

〔
大
学
事
務
局
〕

◆ 

専
任
▼
総
合
企
画
部
広
報
課

▽
原
詩
織
▼
財
務
部
管
財
課

▽
木
下
健
太
郎
▼
教
学
事
務

部
教
務
課
▽
前
島
司
▼
事
務

局
付
▽
前
田
康
弘
▽
伊
藤
護

◆ 

事
務
嘱
託
▼
財
務
部
経
理
課

▽
清
水
猛
▼
財
務
部
管
財
課

▽
篠
田
仁
美

◆ 

嘱
託
▼
財
務
部
管
財
課
電
気

室
▽
菅
原
良
樹
▼
学
生
事
務

部
学
生
生
活
課
学
生
相
談
室

▽
木
崎
優
▼
同
（
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）
▽
髙
橋
範
行

 （
以
上
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

　
そ
の
他 

〔
退
職
〕

◆ 

自
己
都
合
▼
教
学
事
務
部
教

務
課
▽
木
村
千
恵
美

 （
以
上
平
成
26
年
４
月
30
日
付
）

法
人
の
主
な
関
係
人
事

大
学
の
主
な
役
教
職
員
人
事

　

今
年
度
４
月
、
本
学
に
着
任

し
た
専
任
の
教
職
員
は
15
人
。

今
号
で
は
各
教
職
員
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

　

ふ
り
が
な
以
下
の
丸
数
字
は

①
略
歴
②
抱
負

文
学
部
教
授（
特
別
専
任
）　
藤

澤
紫（
ふ
じ
さ
わ　
む
ら
さ
き
）

①
学
習
院
大

学
大
学
院
人

文
科
学
研
究

科
博
士
後
期

課
程
満
期
退
学
、
平
成
11
年
７

月
学
習
院
大
学
に
て
博
士
学
位

取
得
。
国
学
院
大
学
大
学
院
客

員
教
授
を
経
て
現
職
、
博
士

（
哲
学
）。
②
日
本
の
美
術
や
文

化
の
魅
力
を
、
国
学
の
伝
統
を

有
す
る
本
学
か
ら
広
く
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
学
べ

る
授
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

文
学
部
准
教
授　

中
村
正
明

（
な
か
む
ら　
ま
さ
あ
き
）

①
国
学
院
大

学
大
学
院
日

本
文
学
専
攻

博
士
課
程
後

期
満
期
退
学
、
群
馬
県
公
立
学

校
教
諭
、
山
脇
学
園
短
期
大
学

兼
任
講
師
、
明
星
大
学
兼
任
講

師
。
②
母
校
に
奉
職
で
き
る
こ

と
の
感
激
と
畏
怖
を
胸
に
抱
き

つ
つ
、
日
日
精
進
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

文
学
部
助
教　
小
手
川
正
二
郎

（
こ
て
が
わ　
し
ょ
う
じ
ろ
う
）

①
慶
応
義
塾

大
学
文
学
研

究
科
哲
学
倫

理
学
専
攻
後

期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、

新
任
専
任
教
職
員

　「敗者の日本史」という「敗者」の
視点から見た歴史を描くシリーズの一
冊として刊行された本書は、豊臣政権
の研究者による関ヶ原合
戦論として、これまでと
は異なった歴史を描き出
している。著者の矢部健
太郎氏にあるのは、江戸
時代に徳川幕府が作った
歴史を疑い、後世の二次
史料より同時代の一次史
料を重視して史実に迫る
姿勢である。
　その姿勢が「五大老筆頭の徳川家康」が虚
像であることを暴き出す。秀吉の晩年に「五
大老」という合議制は存在せず、「大老」と
いう言葉を秀吉が使った形跡もないという。
これは単なる言葉の問題ではない。“秀吉が
「家格」という「家」の序列によって、「豊
臣宗家」の下に「清華成（せいがなり）」大
名、「公家成（くげなり）」大名、「諸大夫成
（しょだいぶなり）」大名という大名を支配
する身分秩序を作り上げ、家康を「清華成」
大名として支配下に置いていた”という家康
にとって都合の悪い事実を覆い隠すために江
戸時代に作られた物語が「五大老筆頭の徳川
家康」であるというのだ。秀吉の作った武家
の「家格」から歴史を見直すと、戦国武将た
ちがこれまでとは異なった人物像となって現
れてくる。
　史料を吟味して歴史を再構成することで通
説に立ち向かった本書に、専門家がどのよう
に反応するのかも楽しみである。歴史が動く
現場に立ち会える喜びを味わえる一冊として
一読をおすすめしたい。（吉川弘文館・２６
００円＋税） 文学部准教授　吉田　永弘

矢部 健太郎（本学准教授） 著

関ヶ原合戦と
石田三成 新

刊
紹
介

　本学では、専任教職員を対象として出版
を助成する「国学院大学出版助成」を設け
ている。平成25年度出版助成（甲）に採択
された１件、および、出版助成（乙）に採
択された２件が、各出版社から刊行され
た。
　著書（出版社・価格）、著者名（現職）
は次のとおり。なお、これらの書籍の購入
については各出版社に問い合わせを。

大学出版助成
採択図書３冊が刊行

出
版
助
成（
甲
）

◎『説話文学の方法』
（新典社・10500円
＋税）、山岡敬和（文
学部教授）著

◎『雪国の女語り　
佐藤ミヨキの昔話世
界　』（三弥井書店・
7500円＋税）、花部
英雄（文学部教授）著

◎『生きることに意味
はない　「自己嫌悪」か
らの心理学　』（オク
ムラ書店・2400円＋
税）、矢吹省司（人間開
発学部〔当時〕）著

出
版
助
成（
乙
）



経
済
学
部
准
教
授　
山
本
健
太

（
や
ま
も
と　
け
ん
た
）

①
東
北
大
学

理
学
研
究
科

博
士
後
期
課

程
修
了
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ

Ｃ
２
、同
Ｐ
Ｄ
、九
州
国
際
大
学

特
別
専
任
助
教
、同
助
教
、同
准

教
授
を
経
て
現
職
。②
学
生
の

皆
さ
ん
に
、地
域
と
経
済
の
関

係
を
少
し
で
も
楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
間
開
発
学
部
教
授　
筒
石
賢

昭（
た
け
し　
け
ん
し
ょ
う
）

①
米
国
イ
リ

ノ
イ
大
学
大

学
院
音
楽
研

究
科
博
士
課

程
修
了
、
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
． 

取
得
、

佐
賀
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
教

授
を
経
て
現
職
、
東
京
学
芸
大

学
名
誉
教
授
。
②
音
楽
や
文
化

の
国
際
交
流
と
日
本
の
伝
統
音

楽
（
尺
八
）
の
世
界
に
向
け
て

の
発
信
に
頑
張
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
間
開
発
学
部
教
授　
村
上
佳

司
（
む
ら
か
み　
け
い
し
）

①
日
本
体
育

大
学
体
育
学

部
卒
業
、
兵

庫
教
育
大
学

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科
修

了
、
大
阪
府
立
高
等
学
校
教

諭
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務

慶
応
義
塾
大
学
に
て
博
士
学
位

取
得
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
Ｐ
Ｄ
（
明
治
大
学
）、

慶
応
義
塾
大
学
・
学
習
院
大
学

非
常
勤
講
師
、
博
士（
哲
学
）。

②
哲
学
の
難
し
さ
と
楽
し
さ
を

学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
分
か
ち

合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
学
部
助
手　
朝
倉
一
貴
（
あ

さ
く
ら　
か
ず
た
か
）

①
国
学
院
大

学
大
学
院
文

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

満
期
退
学
、
南
足
柄
市
教
育
委

員
会
学
芸
員
、
川
崎
市
教
育
委

員
会
文
化
財
課
地
名
資
料
室
教

育
専
門
員
、
川
崎
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
文
化
財
嘱
託
員
、

国
学
院
大
学
学
術
資
料
セ
ン
タ

ー
研
究
補
助
員
を
経
て
現
職
。

②
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

法
学
部
准
教
授　
佐
古
田
真
紀

子
（
さ
こ
た　
ま
き
こ
）

①
早
稲
田
大

学
大
学
院
法

学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

単
位
取
得
満
期
退
学
、小
樽
商

科
大
学
助
手
、旭
川
大
学
講
師
、

同
准
教
授
を
経
て
現
職
。②
な

る
べ
く
分
か
り
や
す
い
授
業

で
、学
生
の
皆
さ
ん
に
民
事
手

続
法
の
面
白
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

法
学
部
准
教
授　
藤
嶋
亮
（
ふ

じ
し
ま　
り
ょ
う
）①

東
京
大
学

大
学
院
法
学

政
治
学
研
究

科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
、
博
士
（
法

学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
、
同
志
社
大
学
政
策
学

部
客
員
准
教
授
な
ど
を
経
て
現

職
。
専
門
は
比
較
政
治
。
②
新

し
い
、
素
晴
ら
し
い
環
境
の
な

か
で
、
教
育
と
研
究
に
邁
進
し

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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私
は
国

学
院
大
学

を
定
年
退

職
し
ま
し

た
。
と
い

う
こ
と
は
、
つ
ま
り
そ
の
時
す

で
に
70
歳
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
あ
、
ご
ま
か

し
よ
う
も
な
い
老
齢
を
迎
え
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
老
」
と
い
う
文
字
は
「
老

熟
」
と
か
「
老
成
」
の
よ
う

に
、
何
だ
か
と
て
も
い
い
感
じ

の
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
ら
ば
「
老
齢
」
は
？

　

加
齢
が
う
ま
く
い
け
ば
い
い

ん
だ
け
れ
ど
、
実
は
そ
れ
っ
て

案
外
な
か
な
か
の
こ
と
な
ん
で

す
。
小
生
に
し
た
っ
て
今
な
お

煩
悩
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
外
づ

ら
ば
か
り
は
ど
う
に
か
そ
れ
な

り
に
装
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
年
の
取
り
方

に
取
り
返
し
よ
う
も
な
く
失
敗

し
た
ら
タ
イ
ヘ
ン
。
授
業
で
も

何
度
か
触
れ
た
と
思
う
が
、
か

の
有
名
な
心
理
学
者
エ
リ
ク
ソ

ン
が
説
く
よ
う
に
、
そ
の
失
敗

は
老
人
の
「
絶
望
感
や
嫌
悪

感
」
と
な
っ
て
表
わ
れ
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
自
殺
が
右
肩
上

が
り
に
増
加
し
て
し
ま
う
ゆ
え

ん
で
す
。

　

そ
ん
な
悲
劇
的
な
老
齢
を
迎

え
た
く
な
か
っ
た
ら
、
若
い
人

た
ち
は
今
、
次
々
に
押
し
寄
せ

　

本
学
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
２
月
５
日
か
ら
３

月
28
日
ま
で
各
種
設
備
の
改
修

工
事
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、

１
号
館
屋
上
に

設
置
さ
れ
て
い

た
校
名
看
板
が

改
修
さ
れ
た
ほ

か
、
若
木
21
屋

上
に
も
新
ら
し

く
看
板
が
設
置

さ
れ
、
夜
間
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

で
照
射
さ
れ

る
。

　

ま
た
、
昨
年

３
月
に
閉
校
と
な
っ
た
旧
幼
児

教
育
専
門
学
校
の
校
舎
は
昨
年

８
月
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン

パ
ス
５
号
館
と
し
て
供
用
が
開

　

国
学
院
大
学
は
、
昨
年
『
近

世
語
推
量
表
現
の
研
究
』（
清

文
堂
出
版
）
を
出
版
し
た
静
岡

県
立
大
学
短
期
大
学

部
教
授
の
鶴
橋
俊
宏

氏
（
昭
57
卒
・
90
期

文
、
昭
59
修
・
92
期

博
前
日
文
、
昭
63
修

・
96
期
博
後
日
文
）

に
吉
川
博
士
記
念
賞

を
贈
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

こ
の
賞
は
元
本
学

学
長
で
あ
っ
た
吉
川

泰
雄
博
士
の
国
語
学

に
関
す
る
学
績
を
記

念
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
。
表
彰
式
は
、

３
月
17
日
に
行
わ

れ
、
鶴
橋
氏
に
赤
井
益
久
学
長

か
ら
賞
状
、
メ
ダ
ル
、
副
賞
が

授
与
さ
れ
た
。

て
く
る
「
人
生
の
課
題
」
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
み
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

逃
げ
な
い
で
…
…
。

　

投
げ
な
い
で
…
…
。

　

失
敗
に
も
く
じ
け
な
い
で

…
…
。

　

「
青
年
の
失
敗
は
、
壮
年
の

勝
利
や
老
年
の
成
功
よ
り
も
好

ま
し
い
も
の
だ
」
と
デ
ィ
ズ
レ

ー
リ
は
言
っ
た
が
、
ま
さ
に
然

り
。

　

青
年
が
失
敗
ゼ
ロ
で
行
っ
た

ら
、
そ
の
行
き
着
く
果
て
が
恐

い
。
恐
す
ぎ
る
。

　

「
失
敗
は
成
功
の
母
」

　

こ
の
こ
と
わ
ざ
は
い
さ
さ
か

古
び
て
は
い
ま
す
が
、
か
つ
て

な
い
今
時
の
世
相
の
厳
し
さ
を

思
う
に
、
若
い
人
た
ち
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
よ
い
よ
重

み
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
月
を
も
っ
て
本
学
を
去
っ
た
方
々
の
中
か
ら
、
定
年
退
職
（
選
択
定
年
を
含
む
）
さ

れ
た
教
職
員
に
、
122
期
生
や
在
学
生
、
教
職
員
へ
の
「
贈
る
言
葉
」
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

伝
統
と
い
う
襷
を
繋
い
で

�
 

退
職
教
職
員
か
ら
の
贈
る
言
葉（
下
）

失
敗
は
成
功
の
母

人
間
開
発
学
部

矢
吹 

省
司

　

国
学
院
大
学
は
、
学
位
申
請

の
あ
っ
た
井
上
明
芳
、
鶴
橋
俊

宏
、
小
野
正
人
の
３
氏
に
対

し
、
審
査
の
結
果
、
学
位
の
授

与
を
決
定
し
た
。
授
与
式
は
、

３
月
18
日
午
前
11
時
か
ら
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
若
木
タ
ワ
ー
会
議

室
05
で
行
わ
れ
、
赤
井
益
久
学

長
か
ら
学
位
記
が
贈
ら
れ
た
。

▼ 

博
士（
文
学
）＝
井
上
明
芳
氏

　

学
位
申

請
論
文

は
、「
文

学
表
象
論

・
序
説　

小
林
秀
雄
・
横
光
利
一
―
文
学

言
説
の
境
界
」。
主
査
は
、
石

川
則
夫
本
学
文
学
部
教
授
、
副

査
は
、
上
田
正
行
同
教
授
、
中

村
三
春
北
海
道
大
学
大
学
院
教

授
。

　

井
上
氏
は
平
成
４
年
本
学
文

学
部
文
学
科
卒
業
。
６
年
同
大

学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専

攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。
９
年

同
博
士
課
程
後
期
単
位
修
得
満

期
退
学
。
本
学
文
学
部
、
海
城

高
等
学
校
な
ど
で
非
常
勤
講
師

を
務
め
、
23
年
に
本
学
文
学
部

准
教
授
と
な
り
現
在
に
至
る
。

▼
同
（
文
学
）
＝
鶴
橋
俊
宏
氏

　

学
位
審

査
論
文

は
、「
近

世
語
推
量

表
現
の
研

究
」。
主
査
は
、
諸
星
美
智
直

本
学
文
学
部
教
授
、
副
査
は
、

カ
イ
ザ
ー
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
同

教
授
、
久
野
マ
リ
子
同
教
授
。

　

鶴
橋
氏
は
、
昭
和
57
年
本
学

文
学
部
文
学
科
卒
業
。
59
年
同

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

前
期
日
本
文
学
専
攻
修
了
。
63

年
同
博
士
課
程
後
期
単
位
修
得

満
期
退
学
。
平
成
３
年
静
岡
県

立
大
学
短
期
大
学
部
専
任
講

師
、
８
年
同
助
教
授
、
23
年
同

教
授
と
な
り
現
在
に
至
る
。

▼
同（
経
済
学
）＝
小
野
正
人
氏

　

学
位
審

査
論
文

は
、「
ベ

ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
歴
史
と
構
造
―
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
起
業
家
と
投
資
家

の
２
０
０
年
―
」。
主
査
は
、

秦
信
行
本
学
経
済
学
部
教
授
。

副
査
は
、
忽
那
憲
治
神
戸
大
学

大
学
院
教
授
、
樋
原
伸
彦
早
稲

田
大
学
大
学
院
准
教
授
。

　

小
野
氏
は
、
昭
和
57
年
東
京

大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

業
。
同
年
新
日
本
製
鐵
株
式
会

社
入
社
。
平
成
元
年
日
本
生
命

保
険
相
互
会
社
入
社
。
11
年
慶

応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
特

別
招
聘
助
教
授
。
17
年
株
式
会

社
日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ベ
ン
チ

ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
入
社
。
25

年
本
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期
単
位
修
得
退

学
。
23
年
か
ら
城
西
大
学
経
営

学
部
教
授
と
な
り
現
在
に
至

る
。

　３月24日から27日までの日程で、中国・西安市か
ら中日博物館学学術交流団の一行18人が来校し、日
本の博物館学の現状などを学ぶ「中日学術交流博物
館学講座」が行われた。
　初日の開講式では、始めに赤井益久学長が、「今回
の訪問が有意義かつ有用な講座になることを念願し
ている」と歓迎の辞を述べたのに対し、中日博物館
学学術交流団団長の郭治華西安市文物局処長が、代
表団を代表して本学の講座提供に感謝の意を表した
上で、「今回の講座でさらに交流を深め、中日博物館
交流の新たな一歩になると期待している」とあいさ
つした。
　一行は、博物館学研究室の青木豊文学部教授らの
講義や実習などを受講し、最終日には修了証が手渡
された。

中日学術交流博物館学講座を開講
赤
井
学
長（
前
列
左
か
ら
６

人
目
）と
交
流
団
の
一
行

たまプラーザキャンパス
改修工事が完了

作
業
用
シ
ー
ト
が
貼
ら
れ
工

事
が
始
ま
っ
た
１
号
館

鶴
橋
氏
に
吉
川
博
士
記
念
賞

賞状を送られる鶴橋氏（右端）

授
）
▽
「
小
学
校
外
国
語
活
動

に
お
け
る
児
童
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
と
教
師
の

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
」（
長
田
恵

理
人
間
開
発
学
部
専
任
講
師
）

【
基
盤
研
究
（
Ｃ
）〈
新
規
〉】

▽「
地
域
文
化
遺
産
の
再
生
に

関
す
る
総
合
的
研
究
―
紀
の
国

屋
大
蔵
の
保
存
と
活
用
―
」（
内

川
隆
志
研
究
開
発
推
進
機
構
准

教
授
）▽「
森
家
所
蔵
森
敦
自
筆

資
料
に
よ
る
基
礎
的
研
究
」（
井

上
明
芳
文
学
部
准
教
授
）

【
若
手
研
究
（
Ａ
）〈
新
規
〉】

▽
「
伊
豆
修
験
と
「
伊
豆
峯
」

辺
路
の
考
古
学
」（
深
澤
太
郎

研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）

【
若
手
研
究
（
Ｂ
）〈
継
続
〉】

▽
「
未
調
査
仮
名
自
筆
資
料
の

分
析
に
よ
る
文
字
・
表
記
意
識

の
通
時
的
研
究
」（
家
入
博
徳

文
学
部
兼
任
講
師
）
▽
「
新
た

な
刑
事
制
裁
と
し
て
の
電
子
監

視
の
総
合
的
研
究
」（
甘
利
航

司
法
学
部
准
教
授
）
▽
「
明
治

期
か
ら
昭
和
初
期
の
学
校
教
育

に
お
け
る
子
ど
も
と
教
師
の

「
修
養
」
に
関
す
る
歴
史
的
研

究
」（
齋
藤
智
哉
文
学
部
准
教

授
）
▽
「
漢
帝
国
に
お
け
る
武

器
生
産
と
手
工
業
の
展
開
に
関

す
る
考
古
学
的
研
究
」（
内
田

宏
美
文
学
部
兼
任
講
師
）

【
若
手
研
究
（
Ｂ
）〈
新
規
〉】

▽
「
出
土
状
況
・
セ
ッ
ト
関
係

に
み
る
縄
文
時
代
中
期
の
儀
礼

行
為
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（
中
村
耕
作
文
学
部
助
手
）
▽

「
民
主
化
と
宗
教
の
関
係
に
関

す
る
考
察
：
１
９
７
０
年
代
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
事
例
と
し
て
」

（
加
藤
久
子
研
究
開
発
推
進
機

構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）

【
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援

〈
新
規
〉】

▽
「
小
学
校
国
語
科
の
読
み
と

幼
稚
園
領
域
こ
と
ば
の
教
師
の

教
授
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
研

究
」（
吉
永
安
里
人
間
開
発
学

部
助
教
） 

【
研
究
成
果
公
開
促
進
費
（
学

術
図
書
）〈
新
規
〉】

▽「
訳
註
日
本
古
代
の
外
交
文

書
」（
金
子
修
一
文
学
部
教
授
）

▽「
室
町
幕
府
の
東
国
政
策
」

（
杉
山
一
弥
文
学
部
兼
任
講
師
）

　

日
本
学
術
振
興
会
が
公
募
す

る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
平

成
25
年
度
採
択
研
究
課
題
（
新

規
・
継
続
）
の
う
ち
、
本
学
が

申
請
し
て
採
択
さ
れ
た
研
究
種

目
、「
研
究
課
題
名
」（
研
究
代

表
者
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。（
肩
書
は
当
時
）

【
基
盤
研
究
（
Ｂ
）〈
継
続
〉】

▽
「「
文
化
現
象
と
し
て
の
源

平
盛
衰
記
」
研
究
―
文
芸
・
絵

画
・
言
語
・
歴
史
を
総
合
し
て

―
」（
松
尾
葦
江
文
学
部
教

授
）
▽
「
近
世
に
お
け
る
前
期

国
学
の
総
合
的
研
究
」（
根
岸

茂
夫
文
学
部
教
授
）
▽
「
飯
田

下
伊
那
に
お
け
る
学
校
史
料
と

地
域
社
会
に
関
す
る
基
盤
的
研

究
」（
田
嶋
一
文
学
部
教
授
）

▽
「
宗
教
文
化
教
育
の
教
材
に

関
す
る
総
合
研
究
」（
井
上
順

孝
神
道
文
化
学
部
教
授
）
▽

「
戦
後
の
宗
務
行
政
が
実
施
し

た
調
査
の
実
体
解
明
と
宗
教
団

体
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
研
究
」

（
石
井
研
士
神
道
文
化
学
部
教

授
）
▽
「
初
等
理
科
教
育
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
ペ
ン
を
導
入
し

た
言
語
力
育
成
シ
ス
テ
ム
の
開

発
」（
寺
本
貴
啓
人
間
開
発
学

部
准
教
授
）
▽
「
日
本
古
代
の

仏
教
受
容
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教

交
流
」（
佐
藤
長
門
文
学
部
教

授
）

【
基
盤
研
究
（
Ｂ
）〈
新
規
〉】

▽
「
国
際
比
較
の
観
点
か
ら
み

た
論
理
的
思
考
力
や
科
学
的
表

現
力
に
関
す
る
分
析
的
研
究
」

（
猿
田
祐
嗣
人
間
開
発
学
部
教

授
）

【
基
盤
研
究
（
Ｃ
）〈
継
続
〉】

▽
「
源
氏
物
語
の
本
文
関
係
資

料
の
整
理
と
デ
ー
タ
化
及
び
新

提
言
に
向
け
て
の
再
検
討
」

（
豊
島
秀
範
文
学
部
教
授
）
▽

「
中
・
近
世
起
請
文
の
様
式
に

つ
い
て
の
研
究
」（
千
々
和
到

文
学
部
教
授
）
▽
「
８
〜
10
世

紀
東
ア
ジ
ア
外
交
文
書
の
基
礎

的
研
究
」（
金
子
修
一
文
学
部

教
授
）
▽
「
ラ
ザ
ス
フ
ェ
ル
ド

と
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
」

（
茢
田
真
司
法
学
部
教
授
）
▽

「
子
ど
も
を
巡
る
映
像
実
践
の

分
析
と
映
像
発
達
研
究
法
の
検

討
」（
斉
藤
こ
ず
ゑ
文
学
部
教

科
学
研
究
費
助
成
事
業 

採
択
者
一
覧
（
平
成
25
年
度
）

　

こ
の
ほ
ど
、岡
崎
正
継
文
学
部
名
誉
教
授
か
ら
本
学

図
書
館
と
北
海
道
短
期
大
学
部
図
書
館（
短
大
図
書
館
）

に
、所
蔵
図
書
の
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、２
月
18
日
、

同
氏
か
ら
赤
井
学
長
に
そ
の
一
部
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

本
学
図
書
館
に
は
、
本
居
宣
長
書
入
れ
本
「
源
氏
物

語
湖
月
抄
」（
54
冊
本
）
な
ど
を
寄
贈
。
短
大
図
書
館

に
は
、
同
氏
が
短
期
大
学
部
学
長
在
任
中
に
寄
託
し
た

80
点
４
０
８
冊
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
た
。
短
大
図
書
館

で
は
、
寄
贈
図
書
を
「
岡
崎
文
庫
」
と
し
て
利
用
に
供

す
る
予
定
だ
。

岡崎名誉教授と寄贈された
「源氏物語湖月抄」

岡崎名誉教授 貴重図書を寄贈

　

本
学
は
、
長
野
県
下
高
井
郡

木
島
平
村
と
共
同
研
究
教
育
交

流
事
業
に
関
す
る
新
た
な
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
２
月
14

日
に
芳
川
修
二
村
長
を
は
じ
め

同
村
関
係
者
が
来
校
し
調
印
式

が
行
わ
れ
た
。

　

同
村
で
は
、
大
学
院
文
学
研

究
科
史
学
専
攻
博
物
館
学
コ
ー

ス
の
実
習
な
ど
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
て
い
る
。
昨
年
７
月
に

は
、
継
続
的
に
実
習
の
場
と
し

て
き
た
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」

が
村
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
今
回
の
協
定

は
、
本
学
と
同
村
が
村
所
有
民

俗
文
化
財
に
関
す
る
研
究
教
育

授
業
を
円
滑
か
つ
着
実
に
実
施

す
る
た
め
、
相
互
に
協
力
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

芳
川
村
長
は
、
農
村
に
特
化

し
た
村
づ
く
り
に
取
り
組
む
村

の
現
状
を
紹
介
し
、「
ふ
る
さ

と
資
料
館
は
村
の
歴
史
を
伝
え

て
い
る
。
今
回
の
協
定
を
今
後

さ
ら
に
村
の
歴
史
を
掘
り
下
げ

る
い
い
機
会
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
本
学
へ
の
期
待
を

述
べ
た
。

木
島
平
村
と
新
た
に
協
定

小川直之大学院委員長（左から３
番目）と芳川村長（同４番目）ほか

　

本
学
の
役
教
職
員
人
事
が
、

平
成
26
年
４
月
１
日
付
で
発
令

さ
れ
た
。
役
職
者
に
お
け
る
主

な
異
動
・
新
任
者
な
ど
は
次
の

と
お
り
。

　
役
職
者�

◎ 

専
攻
科
長
▽
嵐
義
人
神
道
文

化
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

◎ 

別
科
長
▽
茂
木
貞
純
神
道
文

化
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

◎ 

学
則
委
員
長
▽
長
谷
川
光
一

法
学
部
教
授
（
任
期
２
年
）

◎ 

国
際
交
流
推
進
部
長
▽
大
久

保
桂
子
文
学
部
教
授
（
任
期

１
年
）

◎ 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
長
▽
大
久
保
桂

子
文
学
部
教
授
（
任
期
１

年
）

◎ 

教
職
セ
ン
タ
ー
長
▽
田
嶋
一

文
学
部
教
授
（
任
期
１
年
）

　
昇
格
等�

〔
教
員
〕

◎ 

文
学
部
◆
教
授
▽
秋
吉
良
人

▽
黒
澤
直
道
▽
針
谷
壮
一
◆

准
教
授
▽
宍
戸
節
太
郎
▽
ス

ピ
ア
ー
ズ
・
ス
コ
ッ
ト

◎ 

神
道
文
化
学
部
◆
教
授
▽
ヘ

イ
ブ
ン
ズ
・
ノ
ル
マ
ン
▽
西

岡
和
彦
◆
准
教
授
▽
藤
本
頼

生
〔
大
学
事
務
局
〕

◎ 

財
務
部
次
長
・
管
財
課
長
兼

務
▽
中
村
大
介
財
務
部
管
財

課
長

◎ 

教
学
事
務
部
次
長
▽
仙
北
谷

穂
高
教
学
事
務
部
教
務
課
長

◎ 

教
学
事
務
部
大
学
院
担
当
次

長
・
法
科
大
学
院
事
務
課
長

兼
務
▽
山
口
輝
幸
教
学
事
務

部
大
学
院
事
務
課
長

◎ 

国
際
交
流
事
務
部
次
長
・
国
際

交
流
課
長
兼
務
▽
石
山
昭
彦

学
生
事
務
部
国
際
交
流
課
長

◎ 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次

長
▽
堀
内
弘
行
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
情
報
シ

ス
テ
ム
課
長

◎ 

総
務
部
校
友
課
長
▽
澤
田
康

紀
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

◎ 

総
合
企
画
部
企
画
課
長
▽
後

藤
匠
総
合
企
画
部
企
画
課
長

補
佐

◎ 

学
生
事
務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
課
長
▽
木
村
都
学
生
事

務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課

長
補
佐

◎ 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
▽

後
藤
幸
雄
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
事
務
部
情
報
シ
ス
テ

ム
課
長
補
佐

◎ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長
▽
島
村

昌
利
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長
補

佐
◎ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
教
学
・
就

職
担
当
課
長
▽
人
見
剛
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
事
務
部
た
ま
プ
ラ

　

今
年
度
４
月
、
本
学
に
着
任

し
た
専
任
の
教
職
員
は
15
人
。

今
号
で
は
各
教
職
員
の
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

　

ふ
り
が
な
以
下
の
丸
数
字
は

①
略
歴
②
抱
負

文
学
部
教
授（
特
別
専
任
）　
藤

澤
紫（
ふ
じ
さ
わ　
む
ら
さ
き
）

①
学
習
院
大

学
大
学
院
人

文
科
学
研
究

科
博
士
後
期

課
程
満
期
退
学
、
平
成
11
年
７

月
学
習
院
大
学
に
て
博
士
学
位

取
得
。
国
学
院
大
学
大
学
院
客

員
教
授
を
経
て
現
職
、
博
士

（
哲
学
）。
②
日
本
の
美
術
や
文

化
の
魅
力
を
、
国
学
の
伝
統
を

有
す
る
本
学
か
ら
広
く
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
学
べ

る
授
業
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

文
学
部
准
教
授　

中
村
正
明

（
な
か
む
ら　
ま
さ
あ
き
）

①
国
学
院
大

学
大
学
院
日

本
文
学
専
攻

博
士
課
程
後

期
満
期
退
学
、
群
馬
県
公
立
学

校
教
諭
、
山
脇
学
園
短
期
大
学

兼
任
講
師
、
明
星
大
学
兼
任
講

師
。
②
母
校
に
奉
職
で
き
る
こ

と
の
感
激
と
畏
怖
を
胸
に
抱
き

つ
つ
、
日
日
精
進
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

文
学
部
助
教　
小
手
川
正
二
郎

（
こ
て
が
わ　
し
ょ
う
じ
ろ
う
）

①
慶
応
義
塾

大
学
文
学
研

究
科
哲
学
倫

理
学
専
攻
後

期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、

始
さ
れ
た
た
め
、
今
回
、
施
設

名
称
が
入
っ
た
看
板
が
登
場
し

た
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
体
育
館
屋

上
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
防
水
設
備

工
事
、
１
号
館
の
教
室
や
廊
下

の
壁
塗
装
、
２
号
館
２
階
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
、
若
木
21
へ
つ

な
が
る
外
階
段
の
補
修
工
事
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

３
氏
に

学
位
記
を
授
与
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平成26年度 進学相談会本学の主な参加予定会場
都道府県 開催都市 会　　場 日　　付 開始時間 終了時間
北 海 道 札 幌 札幌パークホテル 5月23日（金） 15:00 18:00
北 海 道 札 幌 札幌グランドホテル 6月28日（土） 10:00 17:00
北 海 道 札 幌 札幌パークホテル 8月29日（金） 15:00 18:00
青 森 青 森 青森国際ホテル 6月11日（水） 14:30 18:00
青 森 弘 前 ベストウェスタンホテルニューシティ弘前 6月12日（木） 14:30 18:00
岩 手 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング 5月15日（木） 14:30 18:30
宮 城 仙 台 仙台市情報・産業プラザ　アエル 5月19日（月） 15:00 18:30
宮 城 仙 台 仙台市情報・産業プラザ　アエル 6月29日（日） 11:00 16:30
宮 城 仙 台 ホテルメトロポリタン仙台 9月5日（金） 15:00 18:30
宮 城 仙 台 仙台市情報・産業プラザ　アエル 11月18日（火） 15:00 18:00
秋 田 秋 田 アルヴェ（秋田市民交流プラザ） 6月13日（金） 14:30 18:00
山 形 山 形 ホテルメトロポリタン山形 5月20日（火） 15:00 18:30
福 島 い わ き いわきワシントンホテル 7月10日（木） 15:00 18:30
福 島 郡 山 郡山ビューホテルアネックス 7月11日（金） 15:00 18:30
福 島 福 島 エスパル福島 7月12日（土） 13:00 17:00
茨 城 水 戸 水戸プラザホテル 5月27日（火） 14:00 18:00
茨 城 水 戸 水戸プラザホテル 9月16日（火） 14:30 18:00
栃 木 宇 都 宮 マロニエプラザ 6月3日（火） 14:30 18:30
栃 木 宇 都 宮 マロニエプラザ 6月4日（水） 14:30 18:30
栃 木 宇 都 宮 マロニエプラザ 9月10日（水） 14:30 18:00
群 馬 高 崎 エテルナ高崎 6月6日（金） 15:00 18:30
群 馬 高 崎 エテルナ高崎 9月12日（金） 15:30 18:30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ 6月3日（火） 15:00 18:30
埼 玉 川 越 川越プリンスホテル 6月5日（木） 15:30 18:30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ 6月17日（火） 15:30 18:30
埼 玉 さいたま さいたまスーパーアリーナ 7月28日（月） 11:00 15:30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ 9月10日（水） 15:00 18:30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ 10月7日（火） 15:00 18:30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ 11月20日（木） 15:00 18:30
千 葉 千 葉 京葉銀行文化プラザ 6月8日（日） 11:00 16:00
千 葉 千 葉 京葉銀行文化プラザ 11月11日（火） 15:30 18:30
東 京 新 宿 新宿NSビル【教員対象】 5月7日（水） 16:00 18:00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ 5月24日（土） 10:00 17:00
東 京 新 宿 新宿NSビル 6月7日（土） 13:00 17:00
東 京 新 宿 新宿NSビル 6月11日（水） 15:30 18:30
東 京 立 川 立川グランドホテル 6月11日（金） 13:00 18:00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ 6月14日（土） 11:00 16:00
東 京 八 王 子 京王プラザホテル八王子 6月17日（火） 15:30 18:00
東 京 東 京 東京ビッグサイト 7月12日（土） 11:00 17:30
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ 7月13日（日） 11:00 17:00
東 京 水 道 橋 プリズムホール 7月19日（土） 11:00 16:30
東 京 新 宿 新宿エルタワー 9月6日（土） 13:00 17:00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ 9月27日（土） 13:00 16:30
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ 10月25日（土） 13:00 16:30
東 京 新 宿 新宿NSビル 11月15日（土） 13:00 17:00
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） 5月31日（土） 13:00 17:00

都道府県 開催都市 会　　場 日　　付 開始時間 終了時間
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） 6月19日（木） 15:30 19:00
神 奈 川 横 浜 パシフィコ横浜 7月11日（金） 12:00 16:30
神 奈 川 横 浜 パシフィコ横浜 7月27日（日） 11:00 16:00
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） 9月4日（木） 15:00 18:30
神 奈 川 横 浜 パシフィコ横浜 9月27日（土） 10:00 16:30
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） 10月13日（月） 13:00 16:30
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） 11月17日（月） 15:00 18:30
新 潟 新 潟 朱鷺メッセ 5月25日（日） 11:00 16:00
新 潟 新 潟 ANAクラウンプラザホテル新潟 9月10日（水） 15:00 18:30
新 潟 新 潟 チサンホテル＆コンファレンスセンター新潟 11月13日（木） 15:00 18:30
富 山 富 山 ANAクラウンプラザホテル富山 9月16日（火） 15:00 18:30
石 川 金 沢 金沢駅もてなしドーム 9月17日（水） 15:30 19:00
山 梨 甲 府 甲府富士屋ホテル 6月5日（木） 15:00 18:30
山 梨 甲 府 甲府富士屋ホテル 9月3日（水） 15:30 18:30
長 野 松 本 ホテルブエナビスタ【教員対象】 5月21日（水） 15:00 16:30
長 野 長 野 ホテルメトロポリタン長野【教員対象】 5月22日（木） 15:00 16:30
長 野 松 本 ホテルブエナビスタ 6月3日（火） 15:00 18:30
長 野 長 野 ビッグハット 6月4日（水） 15:00 18:30
長 野 長 野 ホテルメトロポリタン長野 9月4日（木） 15:00 18:30
長 野 松 本 ホテルブエナビスタ 9月5日（金） 15:00 18:30
長 野 長 野 ホテルメトロポリタン長野 12月3日（水） 15:00 18:00
長 野 松 本 ホテルブエナビスタ 12月4日（木） 15:00 18:00
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 5月25日（日） 11:00 16:00
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 6月10日（火） 14:30 19:00
静 岡 沼 津 キラメッセぬまづ 6月11日（水） 15:00 18:30
静 岡 浜 松 アクトシティ浜松 6月12日（木） 16:00 18:30
静 岡 静 岡 ホテルアソシア静岡 9月9日（火） 15:30 18:30
静 岡 沼 津 キラメッセぬまづ 9月10日（水） 15:00 18:30
静 岡 浜 松 アクトシティ浜松 10月25日（土） 13:00 16:30
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 11月1日（土） 13:00 16:30
愛 知 名 古 屋 ナディアパーク・デザインセンタービル 6月14日（土） 10:00 17:00
愛 知 名 古 屋 吹上ホール 7月27日（日） 11:00 16:00
大 阪 大 阪 梅田センタービル 6月21日（土） 10:00 17:00
広 島 広 島 基町クレド 6月15日（日） 11:00 17:00
広 島 広 島 NTTクレドホール 7月13日（日） 11:00 16:00
広 島 広 島 基町クレド 11月20日（木） 16:00 18:30
福 岡 福 岡 エルガーラホール 5月31日（土） 13:00 17:00
福 岡 福 岡 エルガーラホール 6月21日（土） 10:00 17:00
福 岡 福 岡 ソラリア西鉄ホテル 9月25日（木） 15:00 18:30
長 崎 長 崎 長崎新聞文化ホールアストピア 9月10日（水） 15:30 19:00
熊 本 熊 本 ホテル日航熊本 5月30日（金） 15:00 18:30
熊 本 熊 本 ホテル日航熊本 9月11日（木） 15:00 18:30
宮 崎 宮 崎 MRT micc 9月24日（水） 15:00 18:30
沖 縄 那 覇 パシフィックホテル沖縄 7月10日（木） 15:00 19:00
沖 縄 那 覇 パシフィックホテル沖縄 7月11日（金） 15:00 19:00

　

本
学
の
平
成
26
年
度
外
国
人
招
聘
研
究
者
に
１
人
が
決
定
し
た
。
招
聘
研

究
者
の
氏
名
、
国
籍
・
現
職
、
専
攻
、
研
究
テ
ー
マ
、
研
究
協
力
者
、
招
聘

期
間
は
次
の
と
お
り
。

　

本
学
は
、
平
成
26
年
度
、
海
外
の
協

定
校
に
留
学
す
る
協
定
留
学
生
（
交
換

留
学
生
）
の
選
考
試
験
（
筆
記
・
面

接
）
を
２
月
７
日
に
行
っ
た
。
そ
の
結

果
５
人
の
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し

た
。
派
遣
学
生
の
氏
名
（
所
属
）・
派

遣
先
・
派
遣
期
間
は
以
下
の
と
お
り
。

外
国
人
招
聘
研
究
者
に
師
氏

今
年
度
の
協
定
留
学
生
決
ま
る

�

本
学
か
ら
５
人
が
世
界
へ

▽
師 

艶
栄
（
シ
・

エ
ン
エ
イ
）
▽
中
国

▽
天
津
社
会
科
学
院

日
本
研
究
所
准
教
授

▽
世
界
史
▽
青
少
年
の
交
友
関
係
や
規

範
意
識
に
関
す
る
一
考
察　

日
中
両
国

の
比
較
研
究
に
向
け
て　

▽
田
沼
茂
紀

人
間
開
発
学
部
教
授
▽
平
成
26
年
４
月

〜
平
成
27
年
３
月
（
12
カ
月
）

▽
守
部
賢
君
▽
（
博

前
文
２
）
▽
台
湾
、

南
台
科
技
大
学
▽
平

成
26
年
２
月
〜
平
成

26
年
７
月
（
１
学
期
間
）

▽
島
田
凪
紗
さ
ん
▽

（
中
文
３
）▽
中
国
、

南
開
大
学
▽
平
成
26

年
９
月
〜
平
成
27
年

６
月
（
２
学
期
間
）

▽
齋
藤
樹
里
さ
ん
▽

（
日
文
３
）▽
韓
国
、

京
畿
大
学
校
▽
平
成

26
年
９
月
〜
平
成
27

年
１
月
（
１
学
期
間
）

▽
藤
谷
美
緒
さ
ん
▽

（
中
文
３
）▽
中
国
、

南
開
大
学
▽
平
成
26

年
９
月
〜
平
成
27
年

１
月
（
１
学
期
間
）▽

濱
﨑
絵
美
さ
ん
▽

（
中
文
２
）▽
台
湾
、

南
台
科
技
大
学
▽
平

成
26
年
９
月
〜
平
成

27
年
６
月
（
２
学
期
間
）

　

本
学
で
は
、「
国
学
院
大
学
交
換
留

学
生
受
け
入
れ
に
関
す
る
規
則
」
に
基

づ
く
交
換
留
学
生
（
４
月
）
と
し
て
、

こ
の
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
に
大
学
院
へ
４
人
、

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
の
11
ヶ
月
間

に
学
部
へ
３
人
、
８
月
31
日
ま
で
の
５

ヶ
月
間
に
特
別
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ

―
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
に
３
人
の
交
換
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
。

　

国
際
交
流
推
進
部
委
員
会
と
国
際
交

流
課
で
は
、本
学
学
生
・
教
職
員
と
交
換

留
学
生
と
の
交
流
行
事
も
順
次
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

協
定
校
か
ら
交
換
留
学
生
７
人

科
目
等
履
修
生
が
３
人

Ｋ　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
科
目
等
履
修
生

交
換
留
学
生
（
学
部
）

▽
李 

大
赫
（
イ
・

デ
ヒ
ョ
ク
）
▽
韓

国
、
京
畿
大
学
校
／

韓
国
東
洋
語
文
学
部

日
語
日
文
学
科
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平

成
27
年
２
月
（
11
カ
月
）

▽
崔 

蒼
英
（
チ
ェ

・
チ
ャ
ン
ヨ
ン
）
▽

韓
国
、
京
畿
大
学
校

／
韓
国
東
洋
語
文
学

部
日
語
日
文
学
科
▽
平
成
26
年
４
月
〜

平
成
27
年
２
月
（
11
カ
月
）

▽
黄 

元
叙
（
フ
ァ

ン
・
ウ
ォ
ン
ソ
）
▽

韓
国
、
江
原
国
立
大

学
校
／
日
本
学
科
▽

平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
２
月
（
11

カ
月
）

▽
マ
ル
テ
ィ
ネ
ズ
・
ハ

ビ
エ
ル
▽
イ
タ
リ
ア
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・

フ
ォ
ス
カ
リ
大
学　

ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
学
科（
日
本
学
）▽
平

成
26
年
４
月
〜
平
成
26
年
８
月（
５
カ
月
）

▽
マ
イ
ス
・
カ
ル
ラ

▽
イ
タ
リ
ア
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
・
カ
・
フ
ォ

ス
カ
リ
大
学
ア
ジ
ア

・
北
ア
フ
リ
カ
学
科（
日
本
学
）▽
平
成

26
年
４
月
〜
平
成
26
年
８
月（
５
カ
月
）

▽
ヅ
ィ
ニ
・
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ラ
▽
イ
タ
リ

ア
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ

大
学
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
学
科
（
日

本
学
）
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
26
年

８
月
（
５
カ
月
）

交
換
留
学
生
（
大
学
院
）

▽
邱 

杰
（
キ
ュ
ウ

・
ケ
ツ
）
▽
中
国
、

南
開
大
学
日
本
研
究

院
／
世
界
史
専
攻
博

士
課
程
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年

３
月
（
12
カ
月
）

▽
武 

征
（
ブ
・
セ

イ
）
▽
中
国
、
南
開

大
学
日
本
研
究
院
／

歴
史
学
専
攻
修
士
課

程
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月

（
12
カ
月
）

▽
張 

剣
雄
（
チ
ョ

・
ケ
ン
ユ
ウ
）
▽
中

国
、
復
旦
大
学
大
学

院
／
中
国
語
言
文
学

系
修
士
課
程
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成

27
年
３
月
（
12
カ
月
）

▽
陳 
軍
豪
（
チ
ン

・
グ
ン
ゴ
ウ
）
▽
台

湾
、
南
台
科
技
大
学

大
学
院
／
応
用
日
本

語
研
究
科
修
士
課
程
▽
平
成
26
年
４
月

〜
平
成
27
年
３
月
（
12
カ
月
）

２学生に初のセメスター留学学習奨励金
　本学は、協定校でのセメスター留学に参加した学生が、より高いレベルの
外国語コミュニケーション能力獲得を支援することなどを目的に学習奨励金
を創設。昨年度、初の表彰
者に２人が選ばれた。
　表彰者は、マニトバ大学
（カナダ）留学後のＴＯＥ
ＩＣの点数が留学前に比べ
上昇し、規定のスコアをク
リアした小嶋大貴君（法
４）と、南開大学（中国）
に留学し、留学中に受験し
たＨＳＫ５級で規定のスコ
アを上回った島田凪紗さん
（中文３）の２人で、３月
６日大久保桂子国際交流委
員長（当時）・文学部教授
から目録が手渡された。 大久保国際交流委員長（中央）と表彰者

な
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
回
も
、
事
前
に
申

込
み
を
し
た
多
数
の
地
域
住
民

ら
が
参
加
。
午
前
10
時
か
ら
、

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、

複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

調
理
を
進
め
、
約
２
時
間
ほ
ど

を
か
け
て
合
計
５
品
目
の
料
理

を
仕
上
げ
た
。
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
、
試
食
を
兼
ね
た
昼
食

と
な
り
、
全
員
で
会
話
を
交
わ

し
な
が
ら
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
特
に
初
回
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
自

分
で
作
っ
た
料
理
は
お
い
し

い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。

法
学
検
定
試
験

合
格
率
で
全
国
２
位
に

メ
モ
リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

朝
食
の
提
供
を
開
始

和
食
の
朝
定
食
Ａ



　

２
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、

横
浜
市
庁
舎
（
横
浜
市
中
区
）

会
場
で
、「
大
学
の
お
宝
!!
」

展
示
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は

昨
年
10
月
か
ら
催
さ
れ
て
い
る

横
浜
市
内
の
図
書
館
・
区
役
所

を
巡
回
す
る
パ
ネ
ル
展
示
「
市

内
大
学
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま

ち
」
の
特
別
企
画
で
、
本
学
を

併
せ
４
大
学
が
参
加
し
た
。
本

学
か
ら
は
国
学
院
大
学
博
物
館

の
加
藤
里
美
学
芸
員
の
協
力
の

下
、
本
学
の
告
諭
、
石
枕
（
千

葉
県
姉
崎
二
子
塚
古
墳
出
土
、

重
要
文
化
財
）、
山
ノ
神
遺
跡

出
土
の
石
製
模
造
品
な
ど
の
レ

プ
リ
カ
資
料
と
本
学
マ
ス
コ
ッ

ト
こ
く
ぴ
ょ
ん
を
出
陳
し
た
。

　

市
庁
舎
内
の
展
示
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
来
庁
者
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
展
示
を
見
学
し
て

い
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館
メ

モ
リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

４
月
７
日
か
ら
朝
食
の
提
供
を

開
始
し
た
。
昨
年
度
か
ら
大
学

の
学
生
食
堂
の
朝
食
提
供
が
話

題
に
な
る
中
、
本
学
で
も
一
食

あ
た
り
３
０
０
円
の
価
格
設
定

の
と
こ
ろ
、
半
額
に
あ
た
る
１

５
０
円
を
大
学
が
支
援
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
和
食
・
洋
食

の
定
食
が
各
２
種
あ
り
、
和
定

食
で
は
、
約
15
種
類
の
小
鉢
か

ら
２
種
類
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

　

提
供
時
間
は
、
月
曜
か
ら
金

曜
の
午
前
８
時
か
ら
午
前
９
時

30
分
ま
で
。

　

３
月
23
日
午
前
９
時
30
分
か

ら
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

新
高
輪
さ
く
ら
Ａ
で
、
若
木
育

成
会
教
育
環
境
整
備
協
賛
金
目

録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
佐
野
睦

仁
若
木
育
成
会
会
長
か
ら
赤
井

益
久
学
長
に
目
録
が
贈
ら
れ

た
。

　

若
木
育
成
会
は
在
学
生
保
護

者
の
組
織
で
、
大
学
と
保
護
者

と
の
連
絡
を
密
に
し
、
学
生
の

勉
学
と
福
祉
、
大
学
教
育
の
振

興
充
実
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
今
回
の
協
賛

金
も
教
育
環
境
整
備
へ
の
協
賛

と
し
て
本
学
に
贈
呈
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

地
域
住
民
を
主
な
対
象
に
し

た
「
調
理
実
習
講
座
―
み
ん
な

の
お
料
理
教
室
―
」
が
、
た
ま

プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
調

理
実
習
室
を
活
用
し
て
、
３
月

に
２
回
開
催
さ
れ
た
。

　

１
日
と
15
日
に
開
催
さ
れ
た

同
講
座
は
、
女
子
栄
養
大
学
生

涯
学
習
講
師
の
宮
崎
美
紀
氏
が

メ
ニ
ュ
ー
監
修
と
当
日
の
講
師

を
務
め
た
。
初
回
は
主
に
親
子

連
れ
を
対
象
に
し
た
家
庭
で
も

人
気
の
ハ
ン
バ
ー
グ
作
り
が
、

２
回
目
は
シ
ニ
ア
を
対
象
に
し

た
魚
や
野
菜
が
中
心
の
健
康
的
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そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
学
生
生
活
課
　

　
東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
平
成
26
年
度
授
業
料
等
の
減
免
に
つ
い
て

　
国
学
院
大
学
は
、本
学
学
部
、大
学
院
、専
門
職
大
学
院
、専
攻
科
、別
科
生

の
う
ち
、日
本
学
生
支
援
機
構
等
の
貸
与
奨
学
金
受
給
者（
予
定
者
含
む
）

で
、本
学
の
定
め
た
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
、学
費
等

納
付
金（
入
学
金
・
授
業
料
・
施
設
設
備
費
・
維
持
運
営
費
）を
、被
災
等
の
状

況
に
応
じ
、全
額
・
半
額
・
３
割
・
１
割
の
減
免
を
行
う
。願
書
配
布
は
、６
月

14
日（
土
）ま
で
学
生
生
活
課
お
よ
び
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
で
。問
い
合
わ

せ
先
は
、学
生
生
活
課（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
４
６
）

　
保
健
室

　
健
康
診
断
未
受
診
者
へ

　

健
康
診
断
は
、毎
年
必
ず
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。未
受
診
者
は
、

医
療
機
関
で
受
検
し
て
、結
果
を
５
月
末
ま
で
に
保
健
室
に
提
出
を
。問
い

合
わ
せ
は
、保
健
室（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１
４
８
）ま
で
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
・
検
定
の
案
内

　

国
学
院
大
学
で
は
、
在
学
生
向
け
の
公
務
員
講
座
、
語
学
講
座
、
資
格

取
得
講
座
を
開
講
。
ま
た
、
学
内
で
受
験
で
き
る
テ
ス
ト
・
検
定
を
実
施

し
て
い
る
。
詳
細
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
（
☎
０
３
・
５
４
６
６

・
０
７
９
２
）
ま
で
。

　

平
成
26
年
度
国
学
院
大
学
渋
谷
区
民
大
学
講
座

　

渋
谷
区
の
後
援
で
地
域
連
携
講
座
を
開
講
す
る
。
詳
細
は
次
の
と
お

り
。【
日
程
】
５
／
31
（
土
）・
６
／
７
（
土
）・
14
（
土
）【
時
間
】
午
前

10
時
30
分
〜
正
午
【
場
所
】
国
学
院
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー
ル
【
定
員
】
各
回
２
０
０
人
、
事
前
申
込
制　

詳
細
・
申
し
込
み
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
ま
で
。

講
座
・
学
会
等
の
ご
案
内

　
第
52
回
若
木
体
育
祭

　

５
／ 

18
（
日
）
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
ス
球
技
場
お
よ
び
体
育
館
ほ
か

で
開
催
。
詳
細
は
、
実
行
委
員
会
（
体
育
連
合
会
本
部
：
☎
０
３
・
３
４

０
９
・
２
７
５
５
）
ま
で
。

　
平
成
26
年
度
院
友
大
会

　

一
般
財
団
法
人
国
学
院
大
学
院
友
会
で
は
、
５
／ 

24
（
土
）
に
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛
天
」
で
院
友
大
会
を
開
催
す
る
。
午
後

５
時
か
ら
は
、
本
学
卒
業
生
・
奈
良
大
学
教
授
の
上
野
誠
氏
に
よ
る
「
万

葉
び
と
と
の
対
話
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
―
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
る
。
大
会
は
午
後
６
時
か
ら
。
会
費
は
１
万
円
。
120
期
か
ら
122
期

は
割
引
料
金
で
３
０
０
０
円
。
な
お
、
講
演
会
は
一
般
公
開
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
院
友
会
事
務
局
（
☎
０
３
・
３
４
０
０
・
７
７
８

１
）
ま
で
。

イ
ベ
ン
ト

　
就
活
ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
②
「
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
イ
ル
編
」

　

５
／
14
（
水
）
３
限
・
５
限
に
開
催
。
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
選
び
の
ポ

イ
ン
ト
や
身
だ
し
な
み
に
つ
い
て
説
明
。

　

就
活
ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
③
「
就
職
サ
イ
ト
登
録
会
」

　

５
／
19
（
月
）
か
ら
21
（
水
）
に
開
催
。
就
職
サ
イ
ト
の
特
徴
説
明
と

一
括
登
録
、
就
職
カ
ー
ド
の
提
出
を
行
う
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
報
告
会

　

５
／
24
（
土
）
３
限
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ｉ
」
正
課
授
業
内
に
開

催
。
企
業
・
公
務
員
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者
の
話
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
理
解
を
深
め
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
（
☎
０
３
・
５
４
６
６
・
０
１

５
１
）
ま
で
。

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

▽
ヅ
ィ
ニ
・
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ラ
▽
イ
タ
リ

ア
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

・
カ
・
フ
ォ
ス
カ
リ

大
学
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
学
科
（
日

本
学
）
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
26
年

８
月
（
５
カ
月
）

▽
張 

剣
雄
（
チ
ョ

・
ケ
ン
ユ
ウ
）
▽
中

国
、
復
旦
大
学
大
学

院
／
中
国
語
言
文
学

系
修
士
課
程
▽
平
成
26
年
４
月
〜
平
成

27
年
３
月
（
12
カ
月
）

な
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
回
も
、
事
前
に
申

込
み
を
し
た
多
数
の
地
域
住
民

ら
が
参
加
。
午
前
10
時
か
ら
、

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、

複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

調
理
を
進
め
、
約
２
時
間
ほ
ど

を
か
け
て
合
計
５
品
目
の
料
理

を
仕
上
げ
た
。
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
、
試
食
を
兼
ね
た
昼
食

と
な
り
、
全
員
で
会
話
を
交
わ

し
な
が
ら
和
や
か
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
特
に
初
回
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
自

分
で
作
っ
た
料
理
は
お
い
し

い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。

「
み
ん
な
の
お
料
理
教
室
」

キ
ャ
ン
パ
ス
に
地
域
住
民
招
き

　たまプラーザキャンパスで養蜂活動を行っている万葉
エコBeeプロジェクトの学生たちが、４月６日に横浜市
青葉区で開催された「第12回あおばチューリップまつ
り」に出展し、ハチミツ販売やプロジェクトのＰＲ活動
を行った。
　会場内に準備されたテントでは、午前10時からＰＲ
用パネルや養蜂用具類の展示、ハチミツの販売が行われ
た。テント付近は活動開始から大変な賑わいをみせ、予
定していた100個のハチミツが約１時間で完売。活動に
関する説明でも、区長の突然の訪問を受けるなど、プロ
ジェクトに対する関心の高さがうかがえた。
　一方、翌７日からは、たま
プラーザキャンパスにあるカ
フェラウンジ万葉の小径で、
プロジェクトのハチミツを
使った新作コラボパン「マイ
スイートハニー（略称マイハ
ニ）」（写真）の販売が開始さ
れた。
　新作パンは、プロジェクトとカフェによる共同開発。
学生によって名づけられたパンは、手のひらサイズのデ
ニッシュパンに地域の花から採れたハチミツをたっぷり
かけたシンプルなものだが、それぞれの味わいをしっか
り楽しめる商品に仕上がっている。価格は130円（税込
み）で今後も提供される予定だ。

万葉エコBeeプロジェクトが
あおばチューリップまつりに参加
カフェではコラボ商品の販売開始

　

本
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て

所
定
の
単
位
を
修
了
し
た
受
講
生
に
授

与
さ
れ
る
「
国
学
院
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
修
了
証
」。
今
年
度
は
、
21
人

の
受
講
生
が
修
了
認
定
の
32
単
位
を
修

得
し
た
。

　

３
月
４
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
修
了

証
書
授
与
式
が
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若
木

タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
修
了
者
の
う
ち
10
人
が
出
席
し

た
。

　

は
じ
め
に
辰
巳
正
明
公
開
講
座
委
員

長
・
文
学
部
教
授
か
ら
「
教
養
は
人
を

美
し
く
す
る
。
ま
た
、
学
ぶ
こ
と
は
生

き
る
力
に
な
る
。
一
言
も
も
ら
さ
ず
聴

こ
う
と
す
る
姿
勢
へ
感
謝
を
込
め
て
授

与
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
出
席
し
た
修
了
者
に
辰
巳
委

員
長
か
ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
最

後
に
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
担
当
す
る

橋
本
憲
市
郎
総
合
企
画
部
長
が
あ
い
さ

つ
、
授
与
式
は
終
了
し
た
。

笑顔で受講生21人が修了
　オープンカレッジ修了証書授与式　

受講生にあいさつする辰巳委員長

　

昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
法

学
検
定
試
験
（
法
学
検
定
試
験

委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
日
弁

連
法
務
研
究
財
団
・
公
益
社
団

法
人
商
事
法
務
研
究
会
主
催
）

で
、
本
学
は
、
今
年
度
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
〈
中
級
〉
コ
ー
ス
に
お

け
る
合
格
率
が
75
％
で
、
20
人

以
上
が
受
験
を
し
た
「
団
体
」

の
合
格
率
の
部
で
全
国
２
位
に

入
っ
た
。

　

こ
の
表
彰
は
一
昨
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
本
学
の

受
賞
は
今
回
が
初
め
て
。
表
彰

式
は
、
３
月
11
日
午
後
３
時
か

ら
、
霞
ヶ
関
の
法
曹
会
館
３
階

富
士
の
間
で
行
わ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、法
学
検
定
試

験
委
員
会
委
員
長
の
新
堂
幸
司

氏（
公
益
財
団
法
人
日
弁
連
法

務
研
究
財
団
名
誉
会
長
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
）が
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、個
人
・
グ
ル
ー
プ

（
各
コ
ー
ス
10
人
以
上
）・
団
体

（
各
コ
ー
ス
20
人
以
上
）の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。本
学
か
ら
は
、佐

藤
秀
勝
法
学
部
准
教
授
が
出
席

し
、新
堂
委
員
長
か
ら
賞
状
と

盾
を
受
け
取
っ
た
。会
場
に
は
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
か

ら
受
賞
団
体
の
代
表
や
個
人
が

出
席
し
て
お
り
、法
律
を
学
ぶ

大
学
生
だ
け
で
な
く
、企
業
と

し
て
表
彰
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
な
ど
幅
広
い
世
代
の
人

が
集
う
表
彰
式
と
な
っ
た
。

　本学では、セクシャル・ハラスメ
ントをはじめ、その他のいかなるハ
ラスメントに対しても厳しい態度で
臨み、快適な教育研究環境や職場環
境を作ることに努めています。
　ハラスメントの被害にあったとき
には、ひとりで悩まないで、誰かに
相談しましょう。大学には、ハラス
メント相談員（以下「相談員」）が
いますので、相談員と一緒に解決方
法を探りましょう。
　下記相談員紹介窓口にご連絡いた
だくほかに、手紙、電子メールなど
でも相談することができます。詳し
くは配布中の「国学院大学ハラスメ
ント防止・対策ガイドライン」をご
確認ください。

ハラスメント相談窓口

学生生活課、学生相談室、保健室、
教務課、神道研修事務課、たまプラ
ーザ事務課、大学院事務課、法科大
学院事務課

相談員紹介窓口

表彰状を受け取る佐藤准教授（左）

法
学
検
定
試
験

合
格
率
で
全
国
２
位
に

若
木
育
成
会

教
育
環
境
整
備
協
賛
金
を
贈
呈

メ
モ
リ
ア
ル
レ
ス
ト
ラ
ン

朝
食
の
提
供
を
開
始

和
食
の
朝
定
食
Ａ

目
録
を
受
け
取
る
赤
井
学
長

テ
ン
ト
前
は
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た

横
浜
市
庁
舎
で

「
大
学
の
お
宝
!!
」展
示
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本
学
卒
業
生
の
作
家
・
故
佐

藤
泰
志
氏
（
昭
49
卒
・
82
期

文
）
が
遺
し
た
唯
一
の
長
編
小

説
「
そ
こ
の
み
に
て
光
輝
く
」

が
、
こ
の
ほ
ど
映
画
化
さ
れ
、

４
月
19
日
（
土
）
か
ら
テ
ア
ト

ル
新
宿
を
は
じ
め
全
国
で
公
開

さ
れ
る
。

　

公
開
に
先
立
ち
、
４
月
10
日

午
後
５
時
50
分
か
ら
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
百
周
年
記
念
館
記
念
講

堂
で
本
学
学
生
限
定
の
特
別
試

写
会
が
行
わ
れ
、
本
作
の
メ
ガ

ホ
ン
を
取
っ
た
呉
美
保
監
督

と
、
主
演
の
綾
野
剛
氏
が
舞
台

あ
い
さ
つ
に
登
場
し
た
。

　

会
場
に
は
、
事
前
に
整
理
券

を
受
け
取
り
来
場
し
た
学
生
約

４
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。
司
会

を
務
め
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
水
野
真
裕
美
氏
か
ら
開
演

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
さ
れ
、
呉
監

督
、
綾
野
氏
が
登
場
す
る
と
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と
歓
声
が

会
場
を
包
ん
だ
。

　

冒
頭
、
呉
監
督
は
「
原
作
者

の
佐
藤
泰
志
さ
ん
の
母
校
に
来

ら
れ
て
非
常
に
光
栄
で
す
」

と
、
綾
野
氏
は
「
改
め
て
佐
藤

泰
志
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
に
な
れ
ば
」
と
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
今
回

の
映
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
や
撮
影
現
場
で
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
。
両
氏
は
、
学
生

か
ら
の
質
問
に
も
答
え
、
綾
野

氏
が
、
就
職
活
動
中
の
学
生
に

「
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ

ず
、
変
化
す
る
こ
と
を
怖
れ

ず
、
お
ご
ら
ず
、
大
人
に
こ
び

ず
、
謙
虚
に
」
と
エ
ー
ル
を
送

る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
舞
台
あ
い
さ
つ
の
最

後
に
は
本
作
品
が
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
世
界
映
画
祭
へ
出
品
さ
れ

る
こ
と
も
知
ら
さ
れ
、
会
場
か

ら
は
呉
監
督
と
綾
野
氏
に
祝
福

の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
の

フ
ォ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
学
生
か

ら
の
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、
30

分
ほ
ど
で
終
了
。
続
い
て
映
画

「
そ
こ
の
み
に
て
光
輝
く
」
が

約
２
時
間
に
わ
た
り
上
映
さ

れ
、
午
後
８
時
30
分
ご
ろ
試
写

会
は
終
了
し
た
。

　

３
月
21
日
に
行
わ
れ
た
全
学

教
授
会
に
お
い
て
、
学
生
の
文

化
活
動
、
体
育
活
動
な
ど
に
お

い
て
人
格
の
陶
冶
や
健
全
な
身

体
の
発
育
、
人
間
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
若

木
学
友
会
」
を
平
成
26
年
度
か

ら
発
足
す
る
こ
と
が
報
告
、
了

承
さ
れ
た
。

　

同
会
は
、
学
生
自
治
組
織
を

尊
重
し
、
学
生
と
大
学
教
職
員

が
協
力
し
て
、
学
生
お
よ
び
学

生
団
体
の
課
外
活
動
を
支
援
す

る
も
の
で
、
学
長
が
会
長
を
務

　

国
学
院
大
学
全
学
応
援
団
第

63
代
（
平
成
26
年
度
）
幹
部
が

次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

▼
団
長
＝
田
中
隼
斗
君（
法
４
）

　

国
学
院
大
学
体
育
連
合
会
第

52
代（
平
成
26
年
度
）幹
事
会
の

役
員
が
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

▼
会
長
＝
小
田
部
大
樹
君
（
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
・
日
文

４
）
▼
副
会
長
＝
矢
作
康
太
君

（
卓
球
部
・
中
文
４
）
▼
総
務

部
長
＝
矢
野
宏
絵
さ
ん
（
水
泳

部
・
法
４
）
▼
経
理
部
長
＝
夛

田
昌
玄
君
（
合
気
道
部
・
法

４
）
▼
企
画
部
長
＝
佐
藤
駿
太

君
（
準
硬
式
野
球
部
・
経
４
）

▼
広
報
部
長
＝
田
下
史
子
さ
ん

（
剣
道
部
・
日
文
４
）
▼
渉
外

部
長
＝
元
木
大
君
（
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
・
経
営
４
）
▼
渉
内
部

長
＝
菊
地
智
裕
君
（
硬
式
テ
ニ

め
る
。
ま
た
、
同
会
の
下
部
組

織
と
し
て
運
営
委
員
会
、
予
算

委
員
会
、
監
査
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
お

よ
び
、
大
学
事
務
局
長
、
若
木

育
成
会
会
長
が
、
学
長
の
も

と
、
役
員
会
を
構
成
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

本
学
学
生
の
課
外
活
動
に
関

わ
る
活
動
資
金
に
つ
い
て
は
、

長
ら
く
「
学
生
会
費
」
と
し
て

大
学
が
代
行
徴
収
し
、
学
生
自

治
団
体
を
通
じ
て
各
学
生
団
体

に
配
分
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
な

る
充
実
を
目
指
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
代
行
徴
収
に
代
わ
る
新

た
な
方
法
に
つ
い
て
、
大
学
と

学
生
団
体
と
の
間
で
協
議
重
ね

た
結
果
、
同
会
を
発
足
す
る
に

至
っ
た
。

　

同
会
は
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
発
足
し
、
総
務
事
務
は
学

生
生
活
課
に
、
会
計
事
務
は
経

理
課
に
付
託
さ
れ
、
今
後
は
、

教
職
員
と
学
生
が
互
い
に
連
携

し
つ
つ
、
本
学
課
外
活
動
の
更

な
る
充
実
を
目
指
す
こ
と
と
な

る
。

　

平
成
25
年
学
長
特
別
賞
と
学

生
部
長
賞
（
後
期
）
が
決
定
し

た
。

　

学
長
特
別
賞
に
は
、
宮
崎
菜

摘
さ
ん
（
法
４
＝
当
時
）
と
杉

浦
稔
大
君
（
日
文
４
＝
同
）
が

選
ば
れ
た
。
宮
崎
さ
ん
は
、
国

家
公
務
員
総
合
職
に
合
格
し
た

こ
と
な
ど
が
、
杉
浦
君
は
、
プ

ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
東
京

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら
１

位
指
名
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が

受
賞
理
由
。
表
彰
式
は
、
卒
業

式
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
学
生
部
長
賞
（
後

期
）
の
表
彰
者
に
、
７
団
体
と

個
人
３
人
が
選
ば
れ
た
。
同
賞

は
、
学
生
の
課
外
活
動
の
助
成

と
向
上
等
を
目
的
と
し
た
賞

で
、
今
回
か
ら
は
推
薦
者
の
公

募
制
が
導
入
さ
れ
た
。
表
彰
式

は
、
３
月
10
日
に
行
わ
れ
た
。

　

受
賞
団
体
・
個
人
は
次
の
と

お
り
。（
敬
称
略
・
所
属
は
受

賞
当
時
）

◎
団
体
の
部

▽
剣
道
部
▼
第
32
回
全
日
本
女

子
学
生
剣
道
優
勝
大
会
団
体
戦

ベ
ス
ト
８
・
敢
闘
賞
、
第
14
回

関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
戦
大

会
団
体
戦
第
３
位
▽
水
泳
部
▼

第
86
回
関
東
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
４
部
準
優
勝
（
３
部

初
昇
格
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
武
刀
会
▼
第
20
回
全
日
本

学
生
選
手
権
大
会
男
子
団
体
戦

優
勝
▽
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
部

▼
全
日
本
学
生
ロ
ー
ラ
ー
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
男
子
ホ
ッ
ケ

ー
部
門
準
優
勝
、
女
子
ホ
ッ
ケ

ー
部
門
第
３
位
▽
国
際
協
力
サ

ー
ク
ル
〜
優
志
〜
▼
高
校
に
お

け
る
国
際
協
力
学
生
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
催
、
東
南
ア
ジ
ア

料
理
フ
ェ
ア
の
開
催
、
東
京
城

西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
「
未
来

貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
採
択
▽
神

道
文
化
学
部
神
楽
舞
奉
納
学
生

▼
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
記
念

・
全
国
神
社
関
係
者
大
会
で
新

作
の
神
楽
舞
「
河
水
久
澄
」
を

奉
納
▽
金
子
良
太
教
授
ゼ
ミ
渡

邉
班
▼
神
奈
川
産
学
連
携
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
優
秀
賞

◎
個
人
の
部

▽
川
口
圭
介
（
経
ネ
４
）
▼
川

崎
市
制
記
念
市
民
陸
上
競
技
大

会
一
般
男
子
走
り
幅
跳
び
優

勝
、
第
26
回
南
部
忠
平
記
念
陸

上
競
技
大
会
一
般
男
子
走
り
幅

跳
び
第
８
位
入
賞
◇
長
谷
川
旬

（
経
営
３
）
▼
第
46
回
東
日
本

学
生
居
合
道
大
会
個
人
戦
第
３

位
◇
宮
崎
菜
摘
（
法
４
）
▼
平

成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
総

合
職
試
験
合
格
、
厚
生
労
働
省

入
省
予
定

佐
藤
学
生
部
長
と
受
賞
者
ら

映
画
祭
へ
の
招
待
状
を
持
つ
綾
野
氏（
右
）と
呉
監
督

学生限定試写会を開催
学
長
特
別
賞
と
学
生
部
長
賞（
後
期
）が
決
定

若
木
学
友
会
が
発
足

島村昌利助監督
柔道国際試合で審判

支部名 開催日 開始時間 会場所在地 会　場　名
北 海 道 道 北 ６月29日（日） 15:00 旭 川 市 旭川ロワジールホテル
北 海 道 道 東 ６月14日（土） 13:00 釧 路 市 釧路東急イン
北 海 道 道 央 ６月28日（土） 14:00 札 幌 市 北海道神宮 頓宮
北 海 道 道 南 ５月25日（日） 13:00 函 館 市 ホテル函館ロイヤル
青 森 県 ５月24日（土） 13:00 青 森 市 ウェディングプラザ　アラスカ
岩 手 県 ６月 ７日（土） 13:30 盛 岡 市 盛岡地域交流センター　マリオス
宮 城 県 ７月12日（土） 13:00 仙 台 市 ホテルJALシティ仙台
秋 田 県 ６月 ８日（日） 11:00 秋 田 市 ホテルメトロポリタン秋田
山 形 県 ７月13日（日） 13:00 山 形 市 大手門パルズ
福 島 県 ７月13日（日） 13:00 郡 山 市 郡山ビューホテル
茨 城 県 ６月15日（日） 13:00 土 浦 市 ホテルマロウド筑波
栃 木 県 ６月 ８日（日） 13:00 栃 木 市 国学院大学栃木学園教育センター
群 馬 県 ８月 ３日（日） 13:30 前 橋 市 群馬ロイヤルホテル
埼 玉 県 ６月 １日（日） 13:00 渋 谷 区 国学院大学渋谷キャンパス
千 葉 県 ７月27日（日） 13:00 渋 谷 区 国学院大学渋谷キャンパス
東 京 都 第 一

７月 ６日（日） 10:30 渋 谷 区 国学院大学渋谷キャンパス
東 京 都 第 二
東 京 都 第 三
東 京 都 第 四
神 奈 川 県 ６月22日（日） 11:00 渋 谷 区 国学院大学渋谷キャンパス
新 潟 県 ６月29日（日） 13:00 長 岡 市 長岡グランドホテル
富 山 県 ５月25日（日） 14:00 富 山 市 富山第一ホテル
石 川 県 ５月24日（土） 14:00 金 沢 市 金沢都ホテル
福 井 県 ５月31日（土） 13:30 福 井 市 ホテルエコノ福井駅前
山 梨 県 ７月13日（日） 13:00 甲 府 市 かいてらす
長野県東北信 ８月 ２日（土） 13:00 長 野 市 長野バスターミナル会館
長野県中南信 ７月12日（土） 13:00 諏 訪 市 上諏訪温泉 ホテル 紅や
岐 阜 県 ６月 １日（日） 13:00 岐 阜 市 岐阜キャッスルイン

支部名 開催日 開始時間 会場所在地 会　場　名
静 岡 県 東 部 ７月19日（土） 13:00 沼 津 市 ホテル沼津キャッスル
静 岡 県 中 部 ５月31日（土） 13:30 静 岡 市 静岡グランドホテル中島屋
静 岡 県 西 部 ７月20日（日） 13:00 浜 松 市 アートフォレスタ浜松八幡宮楠倶楽部
愛 知 県 ６月21日（土） 13:30 名古屋市 ホテルサンルートプラザ名古屋
三 重 県 ６月22日（日） 13:00 四日市市 四日市都ホテル
滋 賀 県

６月21日（土） 14:00 京 都 市 京都センチュリーホテル
京 都 府
大 阪 府 ６月14日（土） 15:00 大 阪 市 住吉大社 吉祥殿
兵 庫 県 ７月19日（土） 14:00 神 戸 市 生田神社会館
奈 良 県 ６月22日（日） 11:00 奈 良 市 春日大社貴賓館
和 歌 山 県 ６月15日（日） 13:30 和歌山市 ホテルグランヴィア和歌山
鳥 取 県 ７月 ５日（土） 10:45 鳥 取 市 ホテルニューオータニ鳥取
島 根 県 ７月 ６日（日） 10:30 出 雲 市 ニューウェルシティ　出雲
岡 山 県 ７月20日（日） 13:00 岡 山 市 ピュアリティ まきび
広 島 県 ７月21日（月・祝） 13:30 広 島 市 広島グランドインテリジェントホテル
山 口 県 ６月29日（日） 13:30 周 南 市 遠石会館
徳 島 県 ５月25日（日） 15:00 徳 島 市 ザ・グランドパレス徳島
香 川 県 ７月26日（土） 13:00 高 松 市 高松東急イン
愛 媛 県 ７月27日（日） 13:00 松 山 市 国際ホテル松山
高 知 県 ５月24日（土） 13:30 高 知 市 オリエントホテル高知
福 岡 県 ６月28日（土） 13:00 福 岡 市 ホテルセントラーザ 博多
佐 賀 県 ７月19日（土） 14:00 佐 賀 市 佐嘉神社記念館
長 崎 県 ７月20日（日） 13:00 諫 早 市 諫早観光ホテル 道具屋
熊 本 県 ７月27日（日） 14:00 熊 本 市 熊本交通センターホテル
大 分 県 ８月 ３日（日） 14:00 大 分 市 トキハ会館
宮 崎 県 ８月 ２日（土） 13:30 宮 崎 市 宮崎観光ホテル
鹿 児 島 県 ７月26日（土） 13:30 鹿児島市 ホテル 吹上荘
沖 縄 県 ６月 ７日（土） 14:30 那 覇 市 パシフィックホテル沖縄

若木育成会「支部の集い」にご出席を
　本学の学部・専攻科・別科在学生（外
国人留学生除く）の保護者などで組織さ
れる若木育成会では、平成26年度「支
部の集い」を５月24日から８月３日まで
の土曜・日曜・祝日に、全国56支部で
開催する（日時・場所などは下表を参照）。
　「支部の集い」では、本学教員による
小講演（一部を除く）の他、本学の現
状、修学、就職状況、学生生活に関する説明に加え、成績などに関する
個別面談、懇親会などを行う。出席者には、記念品として、同会から扇
子と一筆箋（写真）を贈呈する。特に新入生の保護者にとっては本学を
知る初めての機会なので、ぜひ出席を。
　また、秋には修学相談に関する個別面談に特化した「秋季成績等相談
会」を２会場程度で開催する予定。

全
学
応
援
団

第
63
代
幹
部
決
定

体
育
連
合
会

第
52
代
幹
事
会
役
員
決
定

国際大会の舞台で審判団の一員として活躍した
島村氏（前列右端）

映画「そこのみにて光輝く」

ス
部
・
法
４
）

　

２
月
15
日
か
ら
２
日
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
柔
道
国
際
試
合
「
２
０
１
４
年
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン
・
オ
ー
バ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
」

に
、
本
学
職
員
で
柔
道
部
助
監
督
の
島
村
昌
利

氏
が
、
審
判
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
、
グ
ラ
ン
プ
リ

に
次
ぐ
位
置
づ
け
の
国
際
大
会
で
、
審
判
員
に

は
、
世
界
31
ヶ
国
か
ら
33
人
が
参
加
し
た
。

　

島
村
氏
の
派
遣
は
、
本
学
に
対
す
る
全
日
本

柔
道
連
盟
か
ら
の
派
遣
要
請
を
受
け
て
実
現
し

た
も
の
で
、
大
会
期
間
中
は
日
本
代
表
選
手
以

外
の
試
合
で
、
主
審
と
し
て
９
試
合
、
副
審
と

し
て
16
試
合
の
計
25
試
合
の
ジ
ャ
ッ
ジ
を
行
っ

た
。
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